
主な内容
平成26年度町政執行方針‥‥‥‥‥‥

平成26年度教育行政方針‥‥‥‥‥‥

第39回児童生徒読書感想文コンクール‥

防災ワンポイントコーナー‥‥‥‥‥

下水道への早期接続を‥‥‥‥‥‥‥

町税などの納期限／夜間納税窓口開設‥

「大好きな先生とも今日でお別れ」
３月23日に行われた摩周丘幼稚園（鈴木幸栄園長）卒園式での１
コマです。最後に担任の先生と握手をして会場を後にする園
児たち。慣れ親しんだ園舎から、新しい一歩を踏み出します。

（関連記事16～17ページ）
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昨
年
は
、
日
本
の
将
来
に
大
き
く
影
響

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
政
府
に
よ
っ

て
表
明
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
大
胆
な
経
済
再
生
戦
略
の
推
進
や
社

会
保
障
の
持
続
を
掲
げ
段
階
的
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
消
費
税
率
な
ど
は
、
地
域
経

済
は
も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち
の
生
活
に
直
接

関
わ
る
重
要
な
案
件
で
あ
り
、
町
政
を
預

か
る
身
と
し
て
引
き
続
き
注
視
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。消
費
増
税
と

と
も
に
減
税
や
社
会
保
障
の
一
体
改
革

な
ど
の
各
種
支
援
施
策
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ

い
て
も
、
引
き
続
き
情
報
の
収
集
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
の
各
種
施
策
で
す
が
、
養

護
老
人
ホ
ー
ム「
倖
和
園
」と
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム「
摩
周
」の
建
設
が
始
ま
り
ま
す
。

養
護
70
床
、
特
養
１
０
０
床
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
10
床
で
、
総
工
費
30
億
円
を
超
え

る
大
事
業
で
す
。

　
他
に
も
、
生
活
環
境
の
充
実
や
施
設
の

老
朽
化
対
策
、
農
業
や
地
域
の
担
い
手
対

策
な
ど
、
将
来
を
見
据
え
た
取
り
組
み
も

手
掛
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
然
環
境
の
保
全
と
活
用

▼�

摩
周
湖
の
環
境
保
全
に
お
け
る
、
北
海

道
大
学
や
道
立
総
合
研
究
機
構
な
ど

の
学
術
機
関
と
連
携
し
た
大
気
汚
染

調
査
な
ど
の
調
査
研
究
事
業
の
継
続
。

▼�

摩
周
岳
登
山
道
の
適
正
な
維
持
管
理
。

▼�

屈
斜
路
湖
の
安
全
で
適
正
な
利
活
用

と
保
全
。

▼�

町
全
域
の
土
地
利
用
計
画
の
策
定
へ

の
着
手
。

▼�
市
街
地
や
農
地
、
森
林
の
適
切
な
管

理
・
保
全
。

循
環
型
社
会
の
構
築

▼�

自
然
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
拡

大
へ
の
支
援
。

▼�

小
型
家
電
回
収
シ
ス
テ
ム
の
検
討
。

▼�

自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用

に
向
け
た
支
援
や
協
力
の
実
施
。

観
光
と
農
業
を
柱
と
し
た
地
域
活

性
化
の
推
進

▼�

地
場
産
品
を
使
っ
た
特
産
品
開
発
の

推
進
。

▼�

資
格
取
得
支
援
制
度
や
町
単
独
の
雇

用
対
策
事
業
な
ど
に
よ
る
、
離
職
者
の

雇
用
対
策
の
推
進
。

足
腰
の
強
い
産
業
育
成

▼�

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
結
果
と
、
国
の
対
策
を
見

据
え
、
必
要
に
応
じ
た
支
援
策
が
講
じ

ら
れ
る
体
制
づ
く
り
の
検
討
。

▼�

農
業
経
営
の
維
持
・
安
定
の
た
め
の
継

続
的
な
基
盤
整
備
、担
い
手
の
育
成
・
確

保
、
今
後
の
農
業
生
産
の
在
り
方
の
検

討
。

▼�

耕
畜
連
携
に
よ
る
町
内
の
自
給
飼
料

の
確
保
。

▼�

生
乳
生
産
基
盤
強
化
事
業
や
草
地
基

盤
整
備
事
業
な
ど
へ
の
取
り
組
み
。

▼�

姉
妹
都
市
・
鹿
児
島
県
日
置
市
か
ら
導

入
し
た
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
牛
を
有
効
活

用
し
た
肉
牛
振
興
へ
の
取
り
組
み
。

▼�

優
良
肉
牛
導
入
事
業
の
継
続
実
施
。

▼�

多
様
な
農
業
経
営
体
づ
く
り
に
向
け

た
研
究
。

▼�

中
小
規
模
で
も
営
農
が
継
続
で
き
る

方
策
な
ど
の
検
討
。

　平成26年第１回町議会定例会が３月４日か

ら７日まで開かれ、平成26年度予算案などが審

議されました。

　德永町長が行った町政執行方針と、小林教

育長の教育行政方針の概要をお知らせします。

平成26年度町政執行方針

町長　德　永　哲　雄

▼�

家
畜
ふ
ん
尿
の
臭
気
対
策
の
継
続
。

▼�

伝
染
病
の
防
疫
対
策
の
継
続
。

▼�

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
農
業
被
害
対
策
の

継
続
。

▼�

経
営
対
策
の
見
直
し
が
農
業
者
の
所

得
安
定
に
つ
な
が
る
よ
う
要
望
。

▼�

畑
作
基
盤
強
化
事
業
な
ど
へ
の
取
り

組
み
。

▼�

新
た
な
作
物
導
入
に
よ
る
経
営
形
態

の
強
化
。

▼�

輪
作
体
系
の
確
立
。

▼�

摩
周
メ
ロ
ン
や
摩
周
そ
ば
な
ど
の
ブ

ラ
ン
ド
化
の
推
進
。

▼�

弟
子
屈
産
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の
栽
培

面
積
拡
大
。

▼�

農
道
整
備
や
公
共
牧
場
整
備
な
ど
の

道
営
土
地
改
良
事
業
な
ど
の
計
画
的

な
実
施
。

▼�

草
地
改
良
な
ど
持
続
的
な
農
業
基
盤

の
整
備
。

▼�

町
の
森
林
整
備
計
画
に
基
づ
い
た
森

づ
く
り
の
推
進
。

▼�

国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
た
林
業
専

用
道
の
整
備
。

▼�

町
有
林
の
多
面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ

る
た
め
の
、
町
有
林
造
林
事
業
の
継
続

実
施
。

▼�

宿
泊
施
設
な
ど
に
対
す
る
町
内
消
費

促
進
と
、
域
内
循
環
に
つ
な
が
る
仕
組

み
づ
く
り
。

▼�

中
小
振
興
融
資
制
度
や
企
業
振
興
促

進
条
例
活
用
の
積
極
的
な
周
知
。

▼�

官
民
一
体
と
な
っ
た
観
光
振
興
へ
の

取
り
組
み
の
継
続
。

▼�

高
速
道
路
の
延
伸
に
伴
う
道
内
客
対

策
と
、Ｐ
Ｒ
活
動
の
展
開
。

▼�

釧
路
港
入
港
予
定
の
ク
ル
ー
ズ
船
乗

客
の
町
内
観
光
へ
の
誘
導
。

▼�

訪
日
外
国
人
に
対
す
る
効
果
的
な
誘

客
活
動
の
実
施
。

▼�

冬
の
温
泉
熱
ハ
ウ
ス
栽
培
な
ど
、
農
業

と
の
連
携
を
拡
大
し
、
旅
行
客
の「
食
」

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
観
光
振

興
と
経
済
の
活
性
化
。

▼�

今
年
、
指
定
80
周
年
を
迎
え
る
阿
寒
国

立
公
園
を「
阿
寒
・
摩
周
・
屈
斜
路
国
立

公
園
」と
改
名
す
る
た
め
の
働
き
か
け
。

▼�「
て
し
か
が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
」

「
摩
周
湖
観
光
協
会
」「
㈱
ツ
ー
リ
ズ
ム

て
し
か
が
」へ
の
各
種
支
援
の
実
施
。

▼�

道
の
駅「
摩
周
温
泉
」利
用
増
加
に
向
け

た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
広
域
的
な
情

報
提
供
、
町
民
の
利
用
促
進
へ
の
取
り

組
み
。

保
健
医
療
体
制
の
充
実

▼�

各
種
が
ん
検
診
、
特
定
健
診
の
受
診
率

向
上
に
向
け
た
制
度
の
一
部
拡
充
。

▼�

保
健
指
導
や
健
康
教
育
の
充
実
。

▼�

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
健
康
寿
命
の

向
上
。

▼�

予
防
接
種
の
メ
ニ
ュ
ー
に
お
け
る
高

齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
新
規
追

加
と
接
種
費
用
の
助
成
。

▼�

小
児
水
ぼ
う
そ
う
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

定
期
予
防
接
種
へ
の
追
加
。

▼�

摩
周
厚
生
病
院
の
運
営
支
援
と
救
急

体
制
の
維
持
。

▼�

移
転
整
備
さ
れ
る
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
摩
周
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
倖
和
園

と
摩
周
厚
生
病
院
と
の
円
滑
な
連
携
。

▼�

子
育
て
を
応
援
す
る
医
療
費
還
元
事

業
の
継
続
。

▼�

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
適
切
な
運
営
。

地
域
福
祉
の
充
実

▼�

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
６
期
介
護

保
険
事
業
計
画
の
策
定
。

▼�

高
齢
者
バ
ス
・
ハ
イ
ヤ
ー
料
金
お
よ
び

燃
料
費
助
成
事
業
の
対
象
者
の
拡
大

（
75
歳
以
上
の
方
全
員
）。

▼�

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
な

ど
の
建
設
・
運
営
の
検
討
。

▼�

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を

弟
子
屈
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
移
行 太陽光発電などの導入を支援

日置市から贈られたチャンピオン牛「かねはる」

環
　
人
と
自
然
が
共
生

　
す
る

活
　
ま
ち
に
活
力
・
活
気
・

　
雇
用
を
生
み
出
す

暮
　
誰
も
が
安
心
し
て

　
暮
ら
せ
る

摩周メロンのさらなるブランド化を
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平
成
26
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計
が

総
額
１
０
３
億
８
千
万
円
で
前
年
度
比

46
・
９
％
の
増
、国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
な
ど
６
つ
の
特
別
会
計
の
合
計
額
が

30
億
６
千
３
８
５
万
３
千
円
で
前
年
度

比
12
・
０
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
30
億
円
を
超
え
る
老
人

ホ
ー
ム
改
築
事
業
費
の
捻
出
と
各
施
設

の
老
朽
化
対
策
や
燃
料
費
・
電
気
料
の

高
騰
、
４
月
か
ら
の
消
費
税
や
労
務
単

価
の
増
な
ど
、
多
く
の
歳
出
増
加
要
因

平
成
26
年
度

予
算
の
ポ
イ
ン
ト
　

す
る
た
め
の
準
備
。

▼�

障
害
者
総
合
支
援
法
の
適
正
な
運
用

と
、
福
祉
用
具
の
給
付
や
相
談
支
援
な

ど
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
。

▼�

障
が
い
が
あ
る
方
も
暮
ら
し
や
す
く

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
の
推
進
。

子
育
て
支
援

▼�

妊
婦
健
診
費
用
の
助
成
な
ど
出
産
支

援
の
継
続
実
施
。

▼�

乳
幼
児
や
子
ど
も
の
健
や
か
な
発
育

と
養
育
支
援
、少
子
化
対
策
の
実
施
。

▼�

乳
幼
児
か
ら
学
童
ま
で
、
一
人
一
人
の

育
ち
を
保
障
で
き
る
よ
う
な
保
育
の

充
実
。

▼�

安
心
し
て
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
が

で
き
る
社
会
の
確
立
。

▼�

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
、
子
育

て
中
の
親
子
に
対
す
る
交
流
の
場
の

提
供
。

▼�

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
、
未
就

学
児
の
い
る
家
庭
へ
の
訪
問
支
援
の

充
実
。

▼�

親
と
子
ど
も
の
愛
着
関
係
を
深
め
る

た
め
の
支
援
、
育
児
へ
の
不
安
・
負
担

感
の
解
消
に
つ
な
が
る
支
援
の
推
進
。

▼�

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
指

導
・
支
援
の
充
実
。

▼�

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策

定
。

▼�

要
保
護
児
童
や
障
が
い
児
な
ど
を
含

め
た
、地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
家
庭
全

体
を
対
象
と
し
た
支
援
の
基
盤
整
備
。

生
活
基
盤
の
向
上

▼�

安
全
・
安
心
な
水
道
水
供
給
の
た
め
の
、

石
綿
管
の
布
設
替
え
と
メ
ー
タ
ー
器

の
交
換
、
管
路
図
の
電
子
化
な
ど
、
管

理
体
制
の
整
備
。

▼�

温
泉
の
安
定
供
給
の
た
め
の
、管
路
・
配

湯
施
設
の
整
備
と
老
朽
化
施
設
の
更

新
。

▼�

泉
地
区
の
下
水
道
工
事
の
実
施
。

▼�

川
湯
・
美
留
和
地
区
の
下
水
道
整
備
に

向
け
た
実
施
設
計
。

▼�

機
器
更
新
工
事
に
よ
る
浄
化
セ
ン
タ

ー
長
寿
命
化
の
実
施
。

▼�

花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
よ
る
町
並
み
整

備
の
推
進
。

▼�

花
壇
整
備
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
て

い
る
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
、
景
観
に

配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
。

▼�

み
は
ら
し
台
団
地
１
号
棟
の
長
寿
命

化
改
善
工
事
と
住
環
境
の
改
善
工
事
、

物
置
の
改
築
、
１
・
２
号
棟
の
団
地
内

通
路
の
整
備
。

▼�

都
市
公
園
の
計
画
的
な
改
築
・
更
新
と

長
寿
命
化
の
実
施
。

▼�

泉
ヶ
丘
公
園
の
移
設
。

▼�

町
内
路
線
バ
ス
の
赤
字
路
線
の
維
持
。

▼�

路
線
バ
ス
弟
子
屈
市
内
線
が
国
の
支

援
対
象
と
な
る
よ
う
な
働
き
か
け
。

▼�

バ
ス
の
乗
り
方
な
ど
を
解
説
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
。

▼�「
弟
子
屈
え
こ
パ
ス
ポ
ー
ト
」に
よ
る
観

光
周
遊
交
通
と
地
域
生
活
交
通
が
一

体
と
な
っ
た
公
共
交
通
体
系
の
構
築
。

▼�

町
道
維
持
管
理
の
徹
底
と
冬
期
除
雪

の
効
率
化
。

▼�
美
留
和
地
区
の
町
道
石
狩
別
川
沿
２

号
線
と
川
湯
の
森
病
院
線（
仮
称
）の
舗

装
工
事
と
、奥
春
別
団
地
線
の
改
良
・
舗

装
工
事
の
継
続
実
施
。

▼
町
道

別
西
５
号
線
の
整
備
。

▼�「
弟
子
屈
町
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

長
寿
命
化
修
繕
計

画
」に
基
づ
く
、既
存
橋
梁
の
計
画
的
な

改
修
の
実
施
。

▼�

町
道


別
高
台
線
の
道
道
昇
格
へ
向

け
た
協
議
。

安
全･

安
心
の
確
保

▼�

企
業
に
よ
る
子
ど
も
の
見
守
り
活
動

な
ど
新
た
な
取
り
組
み
の
検
討
と
、
交

通
事
故
の
な
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
。

▼�

関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
強
化
に
よ

る
、
詐
欺
や
不
当
請
求
な
ど
へ
の
対
応

と
被
害
防
止
に
対
す
る
取
り
組
み
。

▼�

防
災
備
蓄
品
の
適
正
な
配
置
と
非
常

用
食
料
な
ど
の
計
画
的
な
購
入
に
よ

る
、災
害
対
策
の
充
実
。

▼�

硫
黄
山
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
導
入
を
見

据
え
た
、関
係
機
関
・
近
隣
自
治
体
な
ど

と
の
連
携
と
避
難
計
画
の
策
定
。

▼「
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」の
配
布
。

▼�

広
報
て
し
か
が
を
活
用
し
た
、
防
災
に

関
す
る
啓
蒙（
け
い
も
う
）活
動
の
推
進
。

学
校
教
育
の
充
実

▼�

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
に
よ
る「
ま

な
び
の
環
境
づ
く
り
」の
基
盤
整
備
。

▼�

学
校
生
活
適
応
状
況
や
生
活
習
慣
・
学

習
習
慣
な
ど
の
実
態
把
握
の
た
め
の

町
独
自
調
査
導
入
に
よ
る
、
学
校
の
教

育
活
動
支
援
の
推
進
。

▼�

支
援
員
の
増
員
や
関
係
機
関
と
の
連

携
強
化
に
よ
る
、
特
別
支
援
教
育
の
充

実
。

▼�

い
じ
め
・
不
登
校
に
対
す
る
学
校
の
取

り
組
み
へ
の
支
援
の
推
進
。

▼�

い
じ
め
・
不
登
校
な
ど
に
つ
い
て
、重
大

な
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
対
応
で

き
る
組
織
の
整
備
。

▼�

昭
栄
小
学
校
閉
校
に
関
す
る
事
務
と
、

閉
校
事
業
に
対
す
る
支
援
の
推
進
。

▼�

弟
子
屈
高
等
学
校
の「
魅
力
あ
る
学
校

づ
く
り
」に
対
す
る
支
援
拡
充
と
、学
校

存
続
へ
の
働
き
か
け
の
実
施
。

社
会
教
育
活
動
の
推
進

▼�

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
習
機
会

の
充
実
と
学
習
情
報
の
提
供
。

▼�

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
相
互
に
連
携
・
協

力
し
た
、
地
域
ぐ
る
み
の
青
少
年
健
全

育
成
活
動
の
展
開
。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

▼�

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
団
体
活
動
に
対
す

る
継
続
的
な
支
援
の
実
施
。

▼�

文
化
財
や
郷
土
芸
能
に
対
す
る
保
存
・

支
援
の
継
続
と
、次
世
代
へ
の
継
承
。

▼�

町
民
と
の
協
働
に
よ
る
、
て
し
か
が
の

蔵
で
の
郷
土
資
料
の
整
理
・
展
示
へ
の

取
り
組
み
。

▼�

屈
斜
路
コ
タ
ン
ア
イ
ヌ
民
俗
資
料
館

の
活
用
に
よ
る
、ア
イ
ヌ
の
伝
統
・
文
化

に
関
す
る
知
識
の
普
及
・
啓
発
へ
の
取

り
組
み
の
継
続
。

人
材
育
成
・
人
づ
く
り
・
人
材
の
確
保

▼�

各
産
業
に
お
け
る
人
材
育
成
や
連
携

を
育
む
産
業
間
交
流
、
人
材
や
協
働
団

体
の
把
握
と
職
員
研
修
の
実
施
。

▼�

鹿
児
島
県
日
置
市
と
の
姉
妹
都
市
交

流
。

と
も
に
汗
を
か
き
進
め
る
ま
ち
づ

く
り

▼�

町
民
や
自
治
会
、
各
団
体
が
ま
ち
づ
く

り
に
参
画
で
き
る
場
の
提
供
。

▼�

男
女
や
年
齢
の
区
別
な
く
、
多
く
の
方

が
社
会
参
加
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
。

時
代
に
即
し
、
透
明
性
の
高
い
行

政
運
営

▼�

タ
ウ
ン
メ
ー
ル
や
ア
ン
ケ
ー
ト
、
懇
談

会
な
ど
に
よ
る
意
見
の
事
務
事
業
へ

の
反
映
と
、
広
報
紙
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
説
明
会
な
ど
に
よ
る
ま
ち
の
動
き

に
関
す
る
情
報
提
供
と
い
う
、
双
方
向

型
の
情
報
共
有
の
推
進
。

▼�

役
場
庁
舎
を
訪
れ
る
方
の
利
便
性
や

皆さんからの意見収集と行政情報の提供を

　
国
の
財
政
が
一
層
厳
し
く
な
る
中
、
地

方
財
政
も
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
受
け
て

い
ま
す
。経
済
情
勢
の
好
転
が
期
待
さ
れ

る
一
方
、
人
口
減
少
と
少
子
化
高
齢
化
、

都
市
部
と
の
格
差
や
雇
用
面
で
の
格
差

の
問
題
も
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。Ｔ
Ｐ
Ｐ

な
ど
の
重
要
政
策
に
よ
り
、
今
後
、
大
き

な
変
化
が
起
こ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
本
町
の
人
口
も
８
千
人
を
割
り
込
む

状
況
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な

中
で
も
、
本
町
の
特
性
で
あ
る
自
然
環
境

を
生
か
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
、
第
５
次
弟
子
屈
町

総
合
計
画
を
柱
と
し
た
各
種
施
策
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

が
あ
り
ま
し
た
。一
方
、
歳
入
は
、
税
収

の
増
額
が
見
込
め
な
い
こ
と
や
地
方
財

政
計
画
に
お
け
る
各
種
交
付
金
の
伸
び

が
期
待
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
基
金
の

充
当
や
多
額
の
地
方
債
の
借
り
入
れ
な

ど
を
行
う
厳
し
い
予
算
編
成
と
な
り
ま

し
た
。今
後
も
、経
済
情
勢
や
国
の
制
度

な
ど
を
見
極
め
な
が
ら
、
健
全
な
財
政

運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
併
せ
て
、
公
共
施
設
の
有
効
活
用
を

は
じ
め
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
や

統
合
、
廃
止
な
ど
を
計
画
的
に
進
め
る

た
め
、
公
有
資
産
の
適
正
化
計
画
の
策

定
に
着
手
し
て
い
き
ま
す
。

人
　
興
味
と
関
心
を
持
ち
、

　
行
動
す
る
人
を
育
て
る

育
　
豊
か
な
心
を
育
て
、

　
文
化
を
大
切
に
す
る

公
　
誰
で
も
ま
ち
づ
く
り
に
参

　
加
す
る
こ
と
が
で
き
る

より一層、保育を充実

えこパスポート事業で地域公共交通体系の確立を

サ
ー
ビ
ス
の

向
上
。

▼�
役
場
屈
斜
路

支
所
で
行
っ

て
い
た
住
民

票
、戸
籍
、印

鑑
証
明
書
な

ど
の
受
付
・

交
付
事
務
の

屈
斜
路
郵
便

局
へ
の
委

託
。

▼�

デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
放
送
難
視
聴
地
域
の
解
消
に
向

け
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
設
備
の

増
設
。

▼�

積
極
的
な
滞
納
整
理
と
啓
蒙
活
動
に

よ
る
、税
務
行
政
の
信
頼
維
持
。

姉妹都市盟約締結30周年を迎えた日置市
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今
世
紀
は
、新
し
い
知
識
・
情
報
・
技
術

が
、政
治
・
経
済
・
文
化
を
は
じ
め
、あ
ら

ゆ
る
領
域
で
の
活
動
の
基
盤
と
し
て
飛

躍
的
に
重
要
性
を
増
す「
知
識
基
盤
社
会
」

の
時
代
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
教
育
を
取
り

巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い

ま
す
。し
か
し
、
い
か
に
社
会
情
勢
が
変

化
し
て
も
、
人
格
の
完
成
を
目
指
し
、
平

和
で
民
主
的
な
国
家
と
社
会
の
形
成
者

を
育
成
す
る
と
い
う
教
育
の
使
命
は
普

遍
的
な
も
の
で
す
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
は「
学
校
・
家
庭
・

地
域
社
会
が
連
携
し
、
ふ
る
さ
と
を
創
る

人
を
育
む
」こ
と
を
理
念
と
し
た「
弟
子
屈

町
教
育
の
め
ざ
す
姿
」
を
着
実
に
実
現
す

べ
く
、
児
童
生
徒
の「
生
き
る
力
」の
育
成

や
、
町
民
一
人
一
人
の
学
び
の
環
境
づ
く

平成26年度教育行政方針

教育長　小　林　俊　夫

り
な
ど
、
基
本
的
な
視
点
に
立
っ
て
教
育

行
政
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▼�「
豊
か
な
心
を
育
て
、
文
化
を
大
切
に

す
る
ま
ち
づ
く
り
」を
基
本
目
標
に
掲

げ
た
第
５
次
弟
子
屈
町
総
合
計
画
の

確
実
な
推
進
。

▼
弟
子
屈
町
教
育
振
興
計
画
の
樹
立
。

▼�

学
校
現
場
な
ど
の
積
極
的
な
訪
問
に

よ
る
、
現
状
や
課
題
の
把
握
・
解
決
へ

の
取
り
組
み
。

▼�

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
教
育
委
員
コ
ラ
ム
」

な
ど
を
通
じ
た
、
教
育
委
員
の
取
り
組

み
に
関
す
る
積
極
的
な
情
報
公
開
。

▼�

教
育
委
員
会
の
事
務
・
事
業
の
点
検
・
評

価
の
継
続
的
な
見
直
し
と
改
善
に
よ

る
、計
画
的
な
教
育
の
振
興
。

▼�「
確
か
な
学
力
」「
豊
か
な
心
」「
健
や
か
な

体
」の
知
・
徳
・
体
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育

て
、
社
会
の
中
で「
生
き
る
力
」を
発
揮

で
き
る
人
間
の
育
成
。

▼�「
い
じ
め
や
体
罰
な
ど
人
と
し
て
の
尊

厳
を
傷
つ
け
る
行
為
は
絶
対
に
許
さ

れ
な
い
」と
い
う
認
識
に
基
づ
い
た
、子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
安
全
・
安
心
な
学

校
環
境
の
構
築
。

▼�

小
・
中
・
高
連
携
会
議
新
設
に
よ
る
、情

報
共
有
と
校
種
間
連
携
強
化
な
ど
、
本

町
の
特
色
を
十
分
に
生
か
し
た
取
り

組
み
の
推
進
。

１
　�

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の

推
進

▼�

教
育
方
針
や
児
童
生
徒
の
様
子
、
学
校

評
価
の
結
果
な
ど
の
情
報
発
信
。

▼�

保
護
者
や
地
域
の
意
見
・
要
望
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
た
学
校
運
営
と
、
開
か

れ
た
学
校
づ
く
り
。

２
　
学
習
指
導
の
充
実

▼�

町
学
力
調
査
の
継
続
に
よ
る
、
児
童
生

徒
の
学
力
や
学
習
習
慣
な
ど
の
状
況

の
的
確
な
把
握
。

▼�

子
ど
も
た
ち
が
充
実
感
や
達
成
感
を

味
わ
え
る
授
業
の
実
現
を
目
指
し
た
、

授
業
改
善
の
取
り
組
み
。

▼�

少
人
数
指
導
や
習
熟
度
別
指
導
、
複
数

の
教
員
が
役
割
分
担
し
な
が
ら
授
業

を
行
う
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
な

ど
に
よ
る
、
基
礎
・
基
本
の
習
得
や
学

習
意
欲
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
。

▼�

家
庭
と
連
携
し
た
学
習
習
慣
の
定
着

へ
の
取
り
組
み
。

▼�

授
業
や
家
庭
学
習
で
の
各
種
ド
リ
ル

や
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
、
資
料
な
ど
の
副
教

材
の
積
極
的
な
活
用
。

▼�

外
国
語
指
導
助
手
の
活
用
に
よ
る
、
中

学
校
、
高
等
学
校
の
英
語
と
小
学
校
高

学
年
の
外
国
語
活
動
の
充
実
。

▼�

国
立
教
育
政
策
研
究
所
の
教
育
課
程

研
究
事
業
の
指
定
を
受
け
た
弟
子
屈

中
学
校
に
お
け
る
、
英
語
指
導
方
法
の

工
夫
と
改
善
の
研
究
。

３
　�「
豊
か
な
心
」を
育
む
教
育
活

動
の
充
実

▼�

今
年
度
改
定
の「
新
・
心
の
ノ
ー
ト
」の

積
極
的
な
活
用
な
ど
に
よ
る
、
道
徳
の

授
業
の
充
実
。

▼�

教
育
活
動
を
通
じ
て
、
基
本
的
な
生
活

習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る
な
ど
、
道
徳

性
の
基
礎
を
培
う
指
導
の
充
実
。

▼�

本
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か
し

た
体
験
学
習
や
郷
土
の
文
化
・
伝
統
に

親
し
む
活
動
、
鹿
児
島
県
日
置
市
と
の

姉
妹
都
市
交
流
や
三
重
県
松
阪
市
と

の
交
流
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や
活

動
に
よ
る
豊
か
な
心
の
育
成
。

▼�

昨
年
９
月
施
行
の「
い
じ
め
対
策
推
進

法
」に
基
づ
い
た
体
制
整
備
に
よ
る
、い

じ
め
や
不
登
校
の
未
然
防
止
。

▼�

い
じ
め
の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
、
早

期
解
決
の
た
め
の
総
合
的
な
計
画
「
学

校
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」策
定
に
よ

る
、学
校
で
の
組
織
的
な
対
応
の
推
進
。

▼�「
心
の
教
室
相
談
員
」の
継
続
配
置
に
よ

る
、
子
ど
も
た
ち
の
悩
み
や
不
安
の
解

消
。

４
　�

社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
教

育
の
推
進

▼�

各
学
校
に
よ
る「
学
校
版
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
」

の
活
動
の
継
続
支
援
。

▼�

町
内
の
園
児
・
児
童
・
生
徒
が
外
来
生
物

「
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
」の
駆
除
を
行
う

「
ジ
ュ
ニ
ア
パ
ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
事

業
」の
継
続
実
施
。

▼�

職
業
体
験
学
習
や
施
設
・
職
場
見
学
、職

業
講
話
な
ど
、
勤
労
観
や
職
業
観
な
ど

社
会
人
と
し
て
の
基
礎
を
学
ぶ
環
境

の
整
備
。

▼�

弟
子
屈
町
学
校
支
援
地
域
本
部
と
の

連
携
強
化
と
、
地
域
人
材
や
教
材
な
ど

の
有
効
活
用
に
よ
る
、
ふ
る
さ
と
体
験

学
習
の
充
実
。

▼�

北
海
道
教
育
大
学
と
の
相
互
協
力
協

定
に
基
づ
い
た
、小
・
中
学
校
の
各
種
行

事
へ
の
参
加
協
力
の
推
進
と
、
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
た
学
習
サ
ポ

ー
ト
の
充
実
。

▼�

今
年
度
、
閉
校
予
定
の
昭
栄
小
学
校
に

お
け
る
、
閉
校
業
務
の
適
切
な
推
進

と
、
弟
子
屈
小
学
校
統
合
後
に
充
実
し

た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
教
育
環
境
の
整
備
。

５
　
特
別
支
援
教
育
の
充
実

▼�
特
別
支
援
教
育
支
援
員
増
員
に
よ
る
、

よ
り
き
め
細
か
な
指
導
と
支
援
。

▼�「
弟
子
屈
町
特
別
支
援
教
育
推
進
会

議
」を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
に
よ
る
、

校
種
間
連
携
の
強
化
と
教
師
の
専
門

性
の
向
上
。

６
　�

健
康
・
安
全
に
関
す
る
指
導

の
充
実

▼�

学
校
保
健
安
全
法
に
基
づ
い
た
健
康

診
断
の
継
続
実
施
。

▼�

疾
病
予
防
の
指
導
や「
体
力
づ
く
り
に

向
け
た
１
学
校
１
運
動
」の
推
進
。

▼�

防
災
訓
練
や
警
察
と
の
連
携
に
よ
る

防
犯
教
室
、
非
行
防
止
教
室
な
ど
の
開

催
に
よ
る
、
教
師
の
危
機
管
理
意
識
と

児
童
生
徒
の
危
機
回
避
能
力
の
向
上
。

▼�「
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
隊
」や「
子
ど
も
１

　

�

１
０
番
の
家
」、
通
学
路
の
安
全
確
保
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
安
全
運
行
な
ど
、
組

織
的
な
安
全
対
策
の
構
築
。

７
　
教
員
の
資
質
向
上

▼�

町
教
育
委
員
会
研
究
指
定
校
・
町
教
育

研
究
所
研
究
協
力
校
の
教
育
研
究
の

支
援
。

▼�

授
業
の
公
開
や
研
究
成
果
の
発
信
に

よ
る
、
教
員
の
研
修
意
欲
の
向
上
と
、

授
業
改
善
の
取
り
組
み
の
推
進
。

▼�

指
導
室
の
情
報
提
供
や
学
校
訪
問
、
教

育
関
係
機
関
と
の
連
携
、
町
教
育
委
員

会
主
催
の
研
修
会
や
各
種
研
究
大
会

へ
の
参
加
促
進
な
ど
に
よ
る
、
教
員
の 教育委員の取り組みを積極的に発信

26年度に閉校が予定されている昭栄小学校

昨年のジュニアパークレンジャーの様子
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▼�

第
６
次
弟
子
屈
町
社
会
教
育
中
期
計

画
の「
共
に
学
び
、健
や
か
に
、明
る
く

楽
し
い
人
生
づ
く
り
」を
柱
に
し
た
、多

様
化
・
高
度
化
す
る
学
習
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
学
習
機
会
の
確
保
と
、
学
習
情

報
の
提
供
。

１
　�

生
涯
学
習
事
業
の
充
実
と
社

会
教
育
の
振
興

▼�

学
習
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
、
出
前
講
座
や

弟
子
屈
高
等
学
校
・
大
学
の
研
究
者
な

ど
と
の
連
携
に
よ
る
、興
味
・
関
心
の
持

て
る
学
習
機
会
の
提
供
。

▼�

地
域
住
民
や
学
校
関
係
者
な
ど
の
参

画
に
よ
る
、
弟
子
屈
町
学
校
支
援
地
域

本
部
事
業
の
継
続
。

▼�

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
に
対
す

る
支
援
の
継
続
。

▼�

自
然
体
験
・
社
会
体
験
な
ど
の
青
少
年

健
全
育
成
事
業「
弟
子
屈
ふ
る
さ
と
教

室
」の
継
続
実
施
。

▼�

11
月
に
開
催
さ
れ
る
第
56
回
釧
路
管

内
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
大
会
・
弟
子
屈

大
会
の
支
援
。

▼�

弟
子
屈
町
民
大
学
校
で
の
講
座
の
開
講
。

▼�

生
涯
学
習
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
の
情
報
発
信
に
よ
る
、
自
主
的

な
学
習
の
啓
発
。

▼�

高
齢
者
が
自
ら
企
画
・
立
案
し
自
発
的

な
学
習
活
動
に
取
り
組
む「
生
き
が
い

学
級
」の
運
営
支
援
。

２
　�

公
民
館
、図
書
館
活
動
の
充
実

�

▼�

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
の
研
修
や

会
合
な
ど
へ
の
会
場
の
提
供
と
活
動

機
材
の
貸
し
出
し
、
学
習
活
動
に
対
す

る
相
談
へ
の
適
切
な
対
応
。

▼�「
公
民
館
ま
つ
り（
仮
称
）」の
開
催
な
ど
、

町
民
が
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
身
近
に
集

え
る
環
境
づ
く
り
の
推
進
。

▼�

弟
子
屈
高
等
学
校
と
の
連
携
講
座
や

芸
術
家
・
研
究
者
な
ど
に
よ
る
専
門
性

の
高
い
講
座
、
郷
土
の
歴
史
や
自
然
な

ど
を
テ
ー
マ
と
し
た「
ふ
る
さ
と
講
座
」

の
開
講
に
よ
る
、学
習
機
会
の
充
実
。

▼�

学
習
情
報
の
収
集
・
提
供
、各
種
講
座
や

学
習
相
談
を
通
じ
た
、
地
域
活
動
を
結

ぶ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役

割
の
推
進
。

▼�

図
書
館
に
お
け
る
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
蔵
書
の
整
備
。

▼�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
図
書
の
貸

し
出
し
予
約
や
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
、

読
書
相
談
、
移
動
図
書
館
バ
ス
の
運
行

な
ど
に
よ
る
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
。

▼�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
と
の
協
働

に
よ
る
、
子
ど
も
た
ち
が
読
書
に
親
し

む
機
会
の
提
供
。

▼�

学
校
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
、
選
書
や

読
書
授
業
へ
の
協
力
な
ど
、
子
ど
も
読

書
活
動
の
推
進
。

３
　�

芸
術
文
化
活
動
へ
の
支
援
と

振
興

▼�

弟
子
屈
町
総
合
文
化
祭
や
道
民
芸
術

祭
へ
の
協
力
・
支
援
の
継
続
。

▼�

文
化
団
体
や
町
民
に
よ
る
自
主
的
芸

術
文
化
活
動
の
促
進
と
、
公
民
館
ロ
ビ

ー
展
を
活
用
し
た
町
内
芸
術
文
化
活

動
の
情
報
発
信
。

▼�

幼
児
や
児
童
対
象
の
音
楽
・
演
劇
な
ど

の
鑑
賞
会
や
児
童
生
徒
作
品
展
の
実

施
に
よ
る
、
子
ど
も
た
ち
が
芸
術
文
化

に
触
れ
る
環
境
づ
く
り
の
推
進
。

▼�

高
い
評
価
を
得
て
い
る
北
海
道
を
舞

台
に
し
た
映
画
作
品
の
上
映
・
鑑
賞
会

実
施
へ
の
取
り
組
み
。

▼�

文
化
振
興
助
成
制
度
継
続
に
よ
る
、
全

道
・
全
国
大
会
へ
の
参
加
支
援
。

▼�

郷
土
学
習
副
読
本
の
継
続
と
更
科
源

藏
文
学
資
料
館
活
用
な
ど
に
よ
る
、
歴

史
と
文
化
を
尊
ぶ
心
の
育
成
。�

資
質
向
上
の
推
進
。

▼�

町
内
教
職
員
の
自
主
的
な
研
究
組
織

「
授
業
を
語
る
会
」に
対
す
る
継
続
支

援
。

▼�

９
月
に
開
催
さ
れ
る
第
48
回
北
海
道

公
立
学
校
教
頭
会
研
究
大
会
釧
路
・
弟

子
屈
大
会
の
支
援
。

８
　�
就
学
児
童
生
徒
保
護
者
へ
の

支
援

▼�

就
学
児
童
生
徒
に
対
す
る
、
教
材
費
と

災
害
共
済
給
付
金
の
一
部
支
援
。

▼�

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
家
庭
に
対
す

る
就
学
援
助
制
度
、
奨
学
金
制
度
の
継

続
。

９
　�

幼
稚
園
教
育
の
充
実

▼�

幼
稚
園
へ
の
運
営
費
補
助
、
幼
稚
園
児

保
護
者
へ
の
就
園
奨
励
費
補
助
の
継

続
。

10
　�

高
等
教
育
支
援
な
ど
の
充
実

▼�

町
民
や
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
に

よ
る
、
北
海
道
弟
子
屈
高
等
学
校
存
続

へ
の
働
き
か
け
。

▼�

通
学
バ
ス
利
用
へ
の
補
助
と
、
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
全
道
・
全
国
大
会
出

場
へ
の
助
成
の
継
続
。

▼�

就
職
や
大
学
な
ど
へ
の
進
路
支
援
事

業
に
対
す
る
助
成
の
創
設
。

11
　
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

▼�

弟
子
屈
小
学
校
、
川
湯
小
学
校
、
美
留

和
小
学
校
、
川
湯
中
学
校
に
お
け
る
、

災
害
時
に
避
難
収
容
施
設
と
な
る
屋

内
体
育
館
非
構
造
部
材
な
ど
の
耐
震

改
修
工
事
の
実
施
。

▼�

施
設
・
設
備
に
対
す
る
日
常
的
な
安
全

点
検
の
継
続
、
老
朽
化
し
た
設
備
や
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
更
新
な
ど
、
適
切
な
教

育
環
境
の
整
備
。

▼�

充
実
し
た
学
習
指
導
を
行
う
た
め
の

教
材
や
備
品
の
計
画
的
な
整
備
と
、
効

果
的
な
活
用
。

12
　
学
校
給
食
の
充
実

�

▼�

栄
養
教
諭
に
よ
る「
食
に
関
す
る
指
導
」

や
、
学
校
と
家
庭
と
の
連
携
に
よ
る
、

食
育
指
導
の
一
層
の
充
実
。

▼�「
学
校
給
食
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

に
基
づ
い
た
、衛
生
・
安
全
意
識
の
高
揚

と
、
食
材
納
入
業
者
な
ど
に
対
す
る
衛

生
管
理
の
徹
底
。

▼�

地
場
産
品
を
積
極
的
に
活
用
し
た
献
立

の
工
夫
や
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
と
安
全
性

に
配
慮
し
た
お
い
し
い
給
食
づ
く
り
。

▼
米
飯
給
食
に
対
す
る
補
助
の
継
続
。

４
　�

文
化
財
保
護
な
ど
の
活
動
推

進

▼�

国
指
定
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
ア

イ
ヌ
古
式
舞
踊
」や
、本
町
指
定
の
無
形

文
化
財「

別
獅
子
舞
」「
仁
多
獅
子
舞
」

の
伝
承
、保
存
活
動
支
援
の
継
続
。

▼�

国
指
定
の
天
然
記
念
物
「
和
琴
ミ
ン
ミ

ン
ゼ
ミ
発
生
地
」や
、町
指
定
の
天
然
記

念
物「
マ
リ
ゴ
ケ
」の
保
全
活
動
の
推
進
。

▼�

釧
路
川
流
域
の
チ
ャ
シ
跡
の
、
国
の
指

定
史
跡
に
向
け
た
取
り
組
み
。

▼�

経
験
あ
る
学
芸
員
配
置
に
よ
る
、
縄
文

文
化
や
ア
イ
ヌ
文
化
な
ど
の
埋
蔵
文

化
財
包
蔵
地
の
資
料
整
理
と
教
材
と

し
て
の
活
用
の
推
進
。

▼�

屈
斜
路
コ
タ
ン
ア
イ
ヌ
民
俗
資
料
館

に
よ
る
ア
イ
ヌ
文
化
に
関
す
る
知
識

の
普
及
・
啓
発
、研
修
に
よ
る
職
員
の
資

質
向
上
。

▼�

公
民
館
講
座
を
利
用
し
た
ア
イ
ヌ
文

化
の
体
験
学
習
や
、
大
学
の
研
究
者
な

ど
と
の
連
携
に
よ
る
学
習
会
や
講
演

会
の
開
催
。

▼�

て
し
か
が
郷
土
研
究
会
と
の
協
働
に

よ
る
、
て
し
か
が
の
蔵
に
お
け
る
地
域

の
歴
史
資
料
の
保
存
、展
示
、整
理
と
、

郷
土
の
歩
み
を
学
ぶ
場
と
し
て
の
活

用
の
推
進
。

▼�

川
湯
ば
や
し
や
摩
周
蝦
夷
太
鼓
な
ど

の
郷
土
芸
能
活
動
の
支
援
。

５
　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

▼�

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
へ
の
支
援
や
、

子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
各
種
ス

町総合文化祭開催を支援

ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
。

▼�
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、

成
人
や
高
齢
者
が
気
軽
に
取
り
組
め

る
地
域
巡
回
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
。

▼�「
摩
周
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

活
動
へ
の
支
援
の
継
続
。

▼�

学
校
施
設
開
放
事
業
の
継
続
。

▼�

研
修
会
な
ど
を
通
じ
た
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
な
ど
の
資

質
と
ス
ポ
ー
ツ
技
術
向
上
へ
の
取
り

組
み
。

▼�

ス
ポ
ー
ツ
振
興
助
成
制
度
継
続
に
よ

る
、全
道
・
全
国
大
会
出
場
支
援
。

▼�

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
委
員
会
と
の
連

携
に
よ
る
、合
宿
誘
致
へ
の
取
り
組
み
。

６
　
社
会
教
育
施
設
な
ど
の
充
実

▼�

公
民
館
、
図
書
館
、
屈
斜
路
コ
タ
ン
ア

イ
ヌ
民
俗
資
料
館
、
川
湯
屋
内
温
水
プ

ー
ル
、
修
武
館
な
ど
社
会
教
育
施
設
に

お
け
る
、
職
員
の
資
質
向
上
や
施
設
整

備
な
ど
の
取
り
組
み
。

▼�

社
会
教
育
施
設
に
お
け
る
防
火
・
避
難

訓
練
実
施
の
継
続
。

▼�

町
営
球
場
や
青
少
年
会
館
な
ど
の
施

設
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
、
町
長
部
局

と
一
体
と
な
っ
た
検
討
の
推
進
。

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か

に
成
長
し
、
町
民
一
人
一
人
が
生
き
生
き

と
学
び
続
け
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
教
育
や
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

弟子屈高校存続に向けた働きかけを強化

学校給食のさらなる充実を目指して

幼児教育を支援
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第39回児童生徒
読書感想文コンクール

10

　児童生徒読書感想文コンクールに、多くの優秀な作品が寄せ
られました。
　先月に引き続き、最優秀作品を紹介します。

■
小
学
校
５
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

ト
ム
と
ハ
ッ
ク
に
憧
れ
て

　
弟
子
屈
小
学
校
　
芝 

田
　
洸
太
郎 

君

　

ぼ
く
は
学
校
が
き

ら
い
だ
。理
由
は
、先

生
が
き
ら
い
な
わ
け

で
も
、
友
達
が
き
ら

い
な
わ
け
で
も
な

い
。た
だ
、
決
ま
っ
た
時
間
じ
っ
と
席
に
つ
い

て
座
っ
て
い
る
の
が
き
ら
い
な
の
だ
。で
も
、

体
育
の
時
間
だ
け
は
別
だ
。な
ぜ
な
ら
、
体
を

動
か
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。

　

僕
が
読
ん
だ
本
は
、そ
ん
な
自
分
と
似
た
少

年
、ト
ム
と
ハ
ッ
ク
が
く
り
ひ
ろ
げ
る
大
冒
険

の
物
語
で
あ
る
。

　

こ
の
本
は
、
読
書
が
苦
手
な
ぼ
く
に
姉
が
、

「
洸
太
郎
で
も
こ
れ
な
ら
読
め
る
！
」と
、す
す

め
て
く
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
読
ん
だ
本

だ
。

　

ト
ム
と
ハ
ッ
ク
は
、自
分
た
ち
で
作
っ
た
い

か
だ
を
使
っ
て
、ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
の
中
心
に
あ

る
、
羽
成
島
に
冒
険
に
出
た
。家
族
に
も
秘
密

に
し
て
、学
校
を
何
日
か
さ
ぼ
っ
た
ト
ム
と
ハ

ッ
ク
。村
の
皆
は
二
人
を
探
す
の
に
大
騒
ぎ
に

な
っ
て
い
た
。そ
れ
に
し
て
も
、
い
か
だ
作
り

や
火
お
こ
し
な
ど
、学
校
で
は
習
わ
な
い
こ
と

を
、ト
ム
と
ハ
ッ
ク
は
ど
う
や
っ
て
身
に
付
け

た
の
だ
ろ
う
か
。こ
れ
は
、ぼ
く
に
と
っ
て
、テ

ス
ト
で
百
点
を
と
る
こ
と
よ
り
も
す
ご
い
こ

と
の
よ
う
に
思
え
る
。

　

二
人
の
冒
険
の
中
で
、特
に
心
に
残
っ
た
こ

と
が
あ
る
。そ
れ
は
、
悪
物
イ
ン
ジ
ャ
ン
ジ
ョ

ー
と
の
戦
い
だ
。イ
ン
ジ
ャ
ン
ジ
ョ
ー
が
人
を

殺
す
と
こ
ろ
を
見
て
し
ま
っ
た
ト
ム
と
ハ
ッ

ク
。そ
れ
を
口
に
す
れ
ば
狙
わ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。し
か
し
、
ト
ム
は
裁
判
で
イ
ン
ジ
ャ
ン

ジ
ョ
ー
の
人
殺
し
に
つ
い
て
、勇
気
を
だ
し
て

話
し
た
の
だ
。今
僕
に
は
、
ト
ム
の
よ
う
な
勇

気
は
な
い
。け
れ
ど
、
い
つ
か
ト
ム
の
よ
う
な

勇
気
を
出
し
て
行
動
で
き
る
人
間
に
な
り
た

い
と
思
う
。

　

そ
の
後
逃
げ
出
し
た
イ
ン
ジ
ャ
ン
ジ
ョ
ー

だ
っ
た
が
、
最
後
、
保
安
官
か
ら
逃
れ
よ
う
と

崖
か
ら
飛
び
降
り
命
を
落
し
て
し
ま
っ
た
。ぼ

く
は
、イ
ン
ジ
ャ
ン
ジ
ョ
ー
の
最
後
を
読
ん
で

い
て
、と
て
も
ド
キ
ド
キ
し
た
。し
か
し
、き
っ

と
ト
ム
と
ハ
ッ
ク
の
方
が
も
っ
と
ド
キ
ド
キ

し
た
だ
ろ
う
。

　

ト
ム
と
ハ
ッ
ク
は
、イ
ン
ジ
ャ
ン
ジ
ョ
ー
の

か
く
し
て
い
た
宝
を
見
つ
け
大
金
持
ち
に
な

っ
た
。そ
し
て
、ハ
ッ
ク
は
学
校
に
は
行
か
ず
、

宿
も
決
め
ず
に
自
由
に
暮
ら
し
て
い
た
。し
か

し
、ダ
ラ
ス
さ
ん
の
養
子
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
で
、学
校
に
通
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。こ
の
時
の
ハ
ッ
ク
の
悲
し
み

は
、ぼ
く
に
も
わ
か
る
。き
っ
と
、夏
休
み
が
終

わ
り
、新
学
期
が
始
ま
る
日
と
同
じ
よ
う
な
気

持
ち
だ
ろ
う
。

　

子
ど
も
は
学
校
に
行
く
運
命
に
あ
る
。だ
か

ら
、ぼ
く
も
こ
の
運
命
を
受
け
入
れ
て
学
校
に

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

た
だ
、学
校
で
教
わ
る
こ
と
の
出
来
な
い
冒

険
も
こ
れ
か
ら
色い

ろ

々い
ろ

と
し
て
み
た
い
。そ
し

て
、い
つ
か
ト
ム
と
ハ
ッ
ク
も
行
っ
た
あ
の
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
へ
行
っ
て
み
た
い
。そ
し
て
、
川

で
泳
い
で
遊
ん
だ
り
、魚
を
釣
っ
て
食
べ
た
り

し
て
み
た
い
。

　

ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
は
ア
メ
リ
カ
に
あ
る
。そ
の

ア
メ
リ
カ
に
行
く
に
は
英
語
も
勉
強
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。だ
か
ら
ぼ
く
は
、
今
日
も
学

校
へ
行
く
。

　
　
書
名『
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
ー
の
冒
険
』

　
　
　
　
　
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
　
著

（
寸
評
）「
ぼ
く
は
学
校
が
き
ら
い
だ
。」と
い
う
書
き
出

し
か
ら
、読
み
手
を
引
き
つ
け
る
文
章
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。主
人
公
の
ト
ム
と
ハ
ッ
ク
の
行
動
と
自
分

の
日
常
の
思
い
を
重
ね
合
わ
せ
て
感
想
が
書
か
れ

て
い
て
、
本
の
面
白
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。主

人
公
の
気
持
ち
を
想
像
し
つ
つ
、自
分
の
気
持
ち
と

の
比
較
が
い
く
つ
も
書
か
れ
て
い
た
り
、本
を
読
ん

で「
だ
か
ら
ぼ
く
は
、今
日
も
学
校
に
行
く
。」な
ど
自

分
の
生
き
方
に
関
わ
る
考
え
が
書
か
れ
て
い
た
り

し
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

■
小
学
校
６
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

獣
の
奏
者

　
弟
子
屈
小
学
校
　
西 

端
　
愛 

香 

さ
ん

　

も
し
自
分
の
お
母

さ
ん
が
い
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
ら
っ

て
、
考
え
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？
そ
し

て
自
分
の
目
の
前
で

い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、あ
な
た
な
ら
何

を
考
え
ま
す
か
？

　

こ
の
本
の
主
人
公
の
十
歳
の
少
女
エ
リ
ン

は
、
お
母
さ
ん
と
の
二
人
暮
ら
し
で
す
。母
の

ソ
ヨ
ン
は
、も
の
す
ご
く
凶
暴
な
生
き
物
で
あ

る
闘
蛇
の
世
話
を
し
て
い
ま
し
た
が
、あ
る
日

そ
の
闘
蛇
が
い
っ
せ
い
に
死
ん
で
し
ま
い
、そ

の
罪
に
問
わ
れ
て
捕
ら
え
ら
れ
て
し
ま
う
母

を
見
て
し
ま
っ
た
エ
リ
ン
は
、母
ソ
ヨ
ン
を
助

け
に
行
こ
う
と
心
に
決
め
ま
し
た
。し
か
し
、

エ
リ
ン
は
母
ソ
ヨ
ン
を
助
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
が
こ
の
本
を
読
ん
で
感
動
し
た
と
こ
ろ

は
、
母
ソ
ヨ
ン
の
一
言
で
す
。「
エ
リ
ン
、
お
母

さ
ん
が
こ
れ
か
ら
す
る
こ
と
を
、決
し
て
ま
ね

し
て
は
い
け
な
い
よ
。お
母
さ
ん
は
大
罪
を
犯

す
の
だ
か
ら
。」私
は
こ
の
言
葉
を
読
ん
で
、な

ぜ
母
ソ
ヨ
ン
は
こ
の
言
葉
を
エ
リ
ン
に
伝
え

た
の
だ
ろ
う
。そ
し
て
、
大
罪
と
は
何
だ
ろ
う

と
思
い
ま
し
た
。

　

更さ
ら

に
本
の
続
き
を
読
ん
で
い
く
う
ち
に
、エ

リ
ン
の
生
き
方
や
考
え
方
が
大
好
き
に
な
り

ま
し
た
。エ
リ
ン
の
、
苦
し
く
て
心
が
痛
く
て

も
、い
つ
も
前
を
向
い
て
進
ん
で
い
く
生
き
方

が
大
好
き
で
す
。そ
し
て
エ
リ
ン
の
、
相
手
に

自
分
の
思
っ
て
い
る
こ
と
や
考
え
て
い
る
こ

と
を
全
て
素
直
に
話
す
こ
と
が
で
き
る
と
こ

ろ
も
大
好
き
で
す
。

　

私
は
こ
の
本
を
一
ペ
ー
ジ
、
一
ペ
ー
ジ
、
読

み
進
ん
で
い
く
度
に
感
動
し
ま
し
た
。そ
し

て
、
こ
の
本
を
読
ん
で
い
く
中
で
、
親
の
大
切

さ
を
改あ

ら
た

め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
本
を
読
み
終
え
て
、昔
の
自
分
と

比
べ
て
今
の
自
分
は
変
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

昔
の
私
は
学
校
で
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、話

し
ま
せ
ん
で
し
た
。親
に
怒
ら
れ
て
も
、
な
ぜ

自
分
が
怒
ら
れ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
の
か
、自

分
の
ど
こ
が
悪
い
の
か
、全
く
考
え
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
は
親
の
こ
と
を
、何
回
も
嫌
い
に
な
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。み
な
さ
ん
も
そ
ん
な
経
験

あ
り
ま
せ
ん
か
？
で
も
、小
学
校
四
年
生
の
三

学
期
頃こ

ろ

に
、お
母
さ
ん
か
ら
、「
お
母
さ
ん
は
ね
、

愛
香
の
こ
と
が
嫌
い
だ
か
ら
怒
っ
て
い
る
訳

じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
。ど
う
で
も
良
か
っ
た
ら
、

悪
い
こ
と
を
し
て
も
怒
ら
な
い
よ
。愛
香
の
こ

と
が
一
番
大
事
で
、一
番
好
き
だ
か
ら
怒
る
ん

だ
よ
。」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
聞
い
た
と
き
、自
分
は
何
て
こ
と
を

考
え
て
い
た
ん
だ
ろ
う
と
思
い
、な
ん
だ
か
泣

き
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
そ
の
時
か
ら
心
に
決
め
た
こ
と
が
二

つ
あ
り
ま
す
。一
つ
目
は
、
自
分
が
悪
い
こ
と

を
し
た
と
き
は
素
直
に
謝
る
こ
と
。二
つ
目

は
、自
分
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
、親
に「
あ
り

が
と
う
」と
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
。

　

私
は
、こ
れ
か
ら
も
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
、エ
リ
ン
の
よ
う
に
前
向
き
に
そ

し
て
素
直
な
自
分
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
。

　
　
書
名『
獣
の
奏
者
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
橋 

菜
穂
子
　
著

（
寸
評
）こ
の
本
と
出
会
っ
て
よ
か
っ
た
！
と
心
か
ら

感
動
し
て
い
る
西
端
さ
ん
の
姿
が
文
章
か
ら
読
み

取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。主
人
公
の
エ
リ
ン
か
ら

学
ん
だ
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
な
の
か
、そ
れ
を
こ
れ

か
ら
の
自
分
の
生
活
に
ど
う
生
か
し
て
い
き
た
い

の
か
と
う
い
う
こ
と
が
、高
学
年
ら
し
い
文
章
で
書

き
表
し
て
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
い

い
本
と
出
会
っ
て
、
さ
ら
に『
書
く
力
』を
磨
い
て
く

だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か
の
最
優
秀
作
品
に
つ
い
て
も
、来
月

以
降
順
次
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

※�

児
童
の
学
年
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
た
平
成

25
年
度
当
時
の
も
の
で
す
。

11
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防災ワンポイントコーナー

　今年に入って、２月17日～19日、３月６日・14日・18～19日・21日～22日と、２カ月続けて暴風雪に見舞われました。
　２月17日～19日には、発達した低気圧の影響で暴風雪になったことから、道路がホワイトアウト状態となり、国道・
道道が通行止めに。一部の地域では停電になりました。除雪ができなかったことから、停電の復旧までに２日を要す
る地域も発生しました。
　３月６日には、標茶町虹別で道道が数箇所通行止めとなったことから、一部地域で避難所を開設しました。
　避難所には、暖房や毛布、備蓄食糧などが準備されています。しかし、道路上で吹き溜まりにより身動きできなくな
った場合や、暴風雪・暴風時に停電が発生し、なおかつ家から出られないような状況が発生した場合には、各家庭や各
自の車に準備した防災用品・備蓄品が大事になってきます。
　車で行動する際、夏場であれば大雨洪水、冬場であれば暴風雪により立ち往生することもあり得ます。こういった
場合でも、普段の備えが十分であれば、空腹や寒さをしのぐこともできます。
　次のとおり非常時の準備品を紹介しますので、参考にしてください。

問い合わせ先／役場総務課情報防災係☎４８２‐２９１２（課直通）

�

１
年
以
内
に
、台
所
や
風
呂
な
ど
の
排
水
を

下
水
道
に
流
す
た
め
の
排
水
設
備
工
事
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

�

３
年
以
内
に
、く
み
取
り
式
ト
イ
レ
は
水
洗

　

下
水
道
は
、各
家
庭
や
工
場
な
ど
か
ら
排
出

さ
れ
た
汚
れ
た
水
を
き
れ
い
に
し
て
か
ら
川
に

流
す
こ
と
で
、清
潔
な
暮
ら
し
や
地
球
環
境
を

守
る
と
い
う
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
土
地
に
お
住

ま
い
で
、ま
だ
接
続
さ
れ
て
い
な
い
ご
家
庭
や

事
業
所
の
方
は
、早
め
に
下
水
道
へ
接
続
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

弟子屈町排水設備工事指定店（平成26年３月末現在）

㈲鎌田水道工務店
㈱協和建設

鋼管建設工業㈱
㈱近藤建設
㈱佐藤建設工業
㈱大栄電業
㈲畑中産業
㈲服部水道工務店
㈱ホクセイ
辻谷建設㈱
明盛建設㈱

川端金物㈱
協和建設工業㈱
後藤工務店㈲
㈱竹崎工業
㈲細谷設備
㈱ホームクリニックオオサキ
㈲釧路設備工業

㈱熊谷工務店

高栄３‐１‐６
高栄１‐２‐２

美里４‐１‐20
鈴蘭２‐１‐11
高栄２‐９‐12
泉４‐10‐３
美里２‐９‐３
摩周１‐２‐１
泉５‐４‐１
湯の島２‐６‐15
桜丘３‐１‐６

厚岸町宮園１‐200

釧路市愛国西１‐10‐８
釧路市若松町16‐16
中標津町計根別本通東５‐20‐１
別海町西春別駅前錦町200
釧路町若葉５‐26
別海町別海旭町131

高栄４‐４‐28

指定店名 住　　　所 電話番号
482‐2140

482‐1477
482‐2177
482‐3642
482‐1066
482‐3352
482‐2677
482‐2357
482‐1060
482‐4217
482‐1941
482‐2369

01533625

01543178
01540039
01532626
01532144
01542325
01532240

町　

内

町　

外

ト
イ
レ
に
改
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

直
接
、
指
定
店
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

指
定
店
は
調
査
、
設
計
見
積
も
り
を
行
い
、
役

場
に
提
出
す
る
書
類
を
作
成
し
ま
す
。

※�

下
水
道
へ
の
接
続
工
事
は
、指
定
店（
左
上
の

表
）で
な
け
れ
ば
行
え
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
、改
造
工
事
に
係
る
費
用
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

無
利
子
で
資
金
を
あ
っ
せ
ん
す
る「
融
資
制

度
」と
、自
己
資
金
で
改
造
工
事
を
行
う
方
に
補

助
す
る「
補
助
制
度
」が
あ
り
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
条

件
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
処
理
開
始
区
域

に
な
っ
て
か
ら
、
３
年
以
内
に
工
事
を
さ
れ
た

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

受
益
者
負
担
金
は
、下
水
道
が
使
え
る
よ
う

に
な
っ
た
土
地
に
対
し
て
か
か
る
お
金
で
、１

平
方
㍍
あ
た
り
３
６
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

原
則
と
し
て
、５
年
か
け
て
納
入
し
て
い
た
だ

き
、完
納
し
た
後
は
再
度
か
か
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

負
担
金
の
一
部
は
、下
水
道
事
業
を
進
め
て

い
く
上
で
の
重
要
な
財
源
で
も
あ
り
ま
す
。ご

理
解
の
上
、納
期
限
ま
で
に
納
入
を
お
願
い
し

ま
す
。一
括
納
付
や
分
割
納
付
と
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。ま
た
、
既
に
負
担
金
が
か
か
っ
て

い
る
土
地
に
つ
い
て
も
随
時
、相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

下
水
道
が
使
用
可
能
な（
下
水
道
に
接
続

で
き
る
）地
域
に
建
物
を
お
持
ち
の
方

工
事
の
申
し
込
み

改
造
工
事
に
は
助
成（
融
資
・
補
助
）も

受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て

㈲丸高産業 別原野43線西36‐４ 482‐4129

　　��下水道の工事は、町の許可を受けた指定店でなければ行うことができません。
　　��工事に関する相談や申し込みは、上記の指定店にお願いしてください。

　平成６年度から公共下水道事業に着手し、現在まで整備を進めてきたところですが、この度、４回目となる事業認可変更を
行いました。主な変更内容は、弟子屈市街地域の面整備が終了に近づいたことから、摩周観光文化センター周辺・美留和地区・川
湯駅前地区の36ヘクタールを追加し、認可面積を324ヘクタールに拡大したものです。
　今後も、生活環境の改善と公共用水域の水質保全を図るため、川湯地区に向けて整備を進める計画です。皆さんのご理解と
ご協力をお願いします。

▼認可計画概要
　計画処理区域／324ヘクタール　　　　　　　　　下水道計画人口／4,490人
　計画日最大汚水量／3,245立方メートル／日　　　認可年次������平成31年3月31日
※認可計画区域については、町ホームページに掲載しています。

問い合わせ先／役場水道課設計係☎４８２‐２９４２（課直通）

下水道への
早期接続を
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① 飲み終わったパック

の中を軽く水洗いし

て、切り開いて乾燥さ

せてください。

② 乾燥させ、一定量集まったら

ひもでまとめて、資源ごみと

して出してください。

③ ストローとストロー袋は資源

　ごみ（プラスチック類）として出してください。

75歳以上の方全員が対象です

　町では、高齢者の皆さんの積極的な社会参加や健康保持を図り、生きがいのある生活を支援することを目的に、
バス・ハイヤーと自家用車用燃料費の助成事業を行っています。
　今年度は、より多くの方にご利用いただけるよう制度を見直し、事業対象者の範囲を広げています。

▼対象者／４月１日現在、町内に住民登録している満75歳以上の方。
　※従来の家族構成による制限は廃止しました。

▼ �助成内容／阿寒バス㈱・㈲摩周ハイヤーを利用するとき、町内指定店で自動車用ガソリン・軽油を購入するとき
に使用できる3,000円相当の補助券を交付します。

▼ �申請方法／対象となる満75歳以上の方には、別途、案内を送ります。補助券の交付を希望する場合は、同封の申
請用はがきに必要事項をご記入の上、お近くの郵便ポストに投函するか、役場福祉こども課または川湯支所の
窓口に提出してください。今回申請をした方については、来年以降は申請をしなくても、毎年度初めに補助券を
送付します。

バス・ハイヤー料金と自家用車燃料費を助成

問い合わせ先／役場福祉こども課社会福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）

問い合わせ先／役場福祉こども課☎４８２‐２９２１（課直通）

を かたった『振り込め詐欺』『個人情報の詐取』にご注意を

臨時福祉給付金  子育て世帯臨時特例給付金

　消費税率の引き上げに伴い「臨時福祉給付金（簡素な給付措置）」「子育て世帯臨時特例給付金」が支給されることが決
まっています。しかし、まだ皆さんからの申請を受け付ける段階ではありません。申請の方法などが決まり次第、速や
かにお知らせしますので、両給付金をかたった『振り込め詐欺』や『個人情報の詐取』には、十分ご注意ください。

注意！

▼ �町や厚生労働省などが、ＡＴＭ（銀行やコンビニエンスストアなどの現金自動支払機）の操作をお願
いすることは、絶対にありません！

▼ＡＴＭを自分で操作して他人からお金を振り込んでもらうことは、絶対にできません！

▼ �町や厚生労働省などが「臨時福祉給付金（簡素な給付措置）」や「子育て世帯臨時特例給付金」を支給す
るために、手数料などの振り込みを求めることは絶対にありません！

▼ �現時点で、町や厚生労働省などが、皆さんの世帯構成や銀行口座番号などの個人情報を照会するこ
とは、絶対にありません！

※�ご自宅や職場などに、町や厚生労働省（の職員）などをかたった電話がかかってきたり、郵便が届いたりしたら、迷わ
ず、役場福祉こども課か最寄りの警察署（または警察相談専用電話（＃９１１０））にご連絡ください。

　地域の自主性と自立性を尊重し、町や地域にとって有効で、公益性が見込まれる事業に対し、補助することを目

的とする「弟子屈町地域づくり活動支援事業補助金交付規則」に基づき、補助金交付希望団体の募集を行います。

【補助対象者】

　  町内において、地域づくり活動を継続的に推進する自治会およびコミュニティ団体など

　（会社法に定められている会社および営利団体を除く）

【補助金額】

　  補助対象経費の2/3以内（ただし、１事業につき10万円が限度です）

【補助対象事業】

　①公益性が認められる事業

　②地域の活性化につながる事業など

　  （ 独立採算の事業・国、道もしくは町から別の補助金の交付を受けようとする事業は、対象となりません）

【補助対象例】

　 地域のイベントの開催、地域のための奉仕活

動、セミナーの開催など

【募集期間】

　 随時（ただし、予算がなくなり次第終了します）

問い合わせ先／役場まちづくり政策課政策調整係☎４８２‐２９１３（課直通）

平成26年度地域づくり活動支援事業地域づくりを応援!!

地域づくり活動支援事業補助金の利用状況（平成25年度実績）

実施団体 事業内容および効果実施事業

すずらん丘

自治会

すずらん丘

地域まつり

２０１３

手づくり縁日などの開催で、地域住民のコ

ミュニケーションを深め、さらに若手地域

リーダーの育成をすることができた。

　普段、何気なく捨てているそのごみ。

きちんと分ければ資源になるかも？

　ごみ袋代がお得になる資源ごみの分別を覚えて、地

球にも家計にも優しくなりましょう！

リサイクルの
すすめ

紙パックの出し方

紙パックのバーコード付近に、

実はストローの分別が明記さ

れています。分別が分からない

ときは、容器を見れば答えが見

つかるかもしれません！

ワンポイント

役場環境生活課環境係☎４８２‐２９３４（課直通）

資源ごみ（プラ類）

資源ごみ

切り開いた
状態

職員人事異動�【平成26年３月31日発令】

【退職】

　 ▼鈴子智子（環境生活課総合サービス室長）▼鈴木武（建設課主任技師）▼小林武（農業委員会農地振興係長）

　 ▼青木裕志（総務課長） ▼髙田孝司（総務課付） ▼德永君子（福祉こども課保育園おひさま保育係）
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　３月１日の弟子屈高校（大泉斉校長）を皮切りに、町内小・中

学校で卒業式、幼稚園・保育園で卒園式が行われました。

　今年の卒園児・卒業生は、幼稚園・保育園が60人、小学校61

人、中学校72人、高校55人です。

　弟子屈中学校では、坂東薫校長から卒業生一人一人に卒

業証書が手渡されました。８人が卒業を迎えた川湯中学校

（辻川尚志校長）では、在校生代表が送辞を、卒業生代表が答

辞をそれぞれ贈りました。

　弟子屈小学校（阿部典子校長）では、真新しい中学の制服

などに身を包んだ卒業生が、やや緊張した面持ちで式に臨

みました。川湯小学校では６人が卒業。中嶋治代校長から卒

業証書を受け取りました。

　摩周丘幼稚園（鈴木幸栄園長）では、卒園児に卒園証書が

手渡されたほか、皆勤賞や精勤賞の表彰も行われました。

　たくさんの保護者などが見守る中、式を終えた卒業生は、

希望を胸に思い出いっぱいの校舎を後にしました。

今　巣立ちのとき…

※このほか、3/26には川湯保育園、奥春別森の保育園、3/27にはおひさま保育園の卒園式　が行われましたが、編集スケジュール上、写真の掲載ができないことをご了承ください。

（上）校長先生の一言一言をかみ締めて
（下）込み上げるものを抑え切れず（いずれも3/15川湯中学校）

1617

６年間の思いがあふれて（3/24昭栄小学校）２人の卒業生から在校生にメッセージが（3/20和琴小学校）在校生や保護者に見送られて（3/24奥春別小学校）卒業生から学校に記念品が（3/20弟子屈小学校）

後輩たちに見送られて校舎を後に（3/1弟子屈高校）校長先生から一人一人に卒業証書が（3/15弟子屈中学校）元気にお別れの歌を（3/23摩周丘幼稚園）感謝の気持ちを込めて（3/19川湯小学校）笑顔で受け取る卒業証書の重み（3/20弟子屈小学校）この教室も今日が最後（3/24昭栄小学校）

最後の校歌斉唱（3/1弟子屈高校） もうすぐ小学生�引き締まった表情（3/23摩周丘幼稚園）

50人の卒業生（3/20弟子屈小学校）

後輩たちがつくるアーチを通り（3/15弟子屈中学校） 新たな旅立ちを迎えた６人（3/19川湯小学校）　 大きな拍手の中を（3/20弟子屈小学校） 思い出の教室で先生を囲み（3/15弟子屈中学校）
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約
５
年
前
に
麻
し
ん
が
流
行
し
、
ニ

ュ
ー
ス
に
な
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か
。実
は
、麻
し
ん

患
者
が
発
生
す
る
の
は
、
先
進
国
で
は

日
本
く
ら
い
な
の
で
す
。

　

一
昔
前
は
、
病
気
に
か
か
っ
て
免
疫

を
つ
け
た
方
が
良
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

し
た
。今
は「
予
防
で
き
る
も
の
は
予
防

す
る
！
」
と
い
う
考
え
に
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。予
防
接
種
で
１
０
０
％
予

防
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

現
在
、
予
防
接
種
が
定
期
化
さ
れ
て
い

る
感
染
症
は
、重
症
化
し
た
り
、感
染
力

が
強
く
集
団
感
染
を
引
き
起
こ
し
た
り

す
る
も
の
。だ
か
ら
こ
そ
、予
防
接
種
で

未
然
に
防
ぎ
た
い
も
の
で
す
。

今月の保健師

前 川　朋 子 さん

予
防
接
種
に
つ
い
て

香
か

川
がわ

　望
のぞ

美
み

 ちゃん下
しも

谷
や

　蒼
あお

唯
い

 ちゃん

弟
て

子
し

 ここな ちゃん森
もり

田
た

　虎
こ

徹
てつ

 ちゃん守
もり

屋
や

　羽
う

詩
た

 ちゃん島
しま

貫
ぬき

　泰
た

一
いち

 ちゃん

野菜をもぉ～っと食べましょう！
お手軽野菜料理レシピ

フキ（蕗）

　フキは身近でなじみのある野菜ですが、日本原産の野菜の１つで、古くはフフキといわれていたそうです。

　足寄町や釧路市音別のフキが有名ですが、一般には栽培されたものが売られています。

　フキは、さわやかな緑色と独特な香りとシャキシャキした歯触りが持ち味。葉
よ う

柄
へ い

だけでなく、葉も佃煮風など

にして食べることができます。

フキのつくだ煮

【材料（作りやすい分量）】

フキ水煮　　　　　　　　　600ℊ
（皮とすじを取ったもの）

赤唐辛子　　　　　　　　　10ℊ
砂糖　　　　　　　　　　　100ℊ
しょうゆ　　　　　　　　　90cc
ザラメ　　　　　　　　　　60ℊ
酒　　　　　　　　　　　　40cc
水あめ　　　　　　　　　　30ℊ
サラダ油　　　　　　　　　大さじ２
みりん　　　　　　　　　　大さじ１
ちりめんじゃこ　　　　　　20ℊ
白ごま　　　　　　　　　　10ℊ

【作り方】

①�フキは１㎝幅くらいに斜めに切り、水気をよく切って
おく。赤とうがらしは種を取って、小さく輪切りにして
おく。

②�厚手の鍋にフキと調味料、サラダ油を入れて火にかけ
る。焦げないようによく混ぜながら、水分がなくなり、
あめ色になるまで煮詰める。水分がほとんどなくなっ
たら、赤唐辛子とちりめんじゃこを入れて混ぜ、火を止
める。

③②が冷めたら白ごまを混ぜる。
※小分けにして冷凍保存することもできます。

フキとイカの酢味噌あえ

【材料（２人分）】

フキ水煮　　　　　　　　　50ℊ
イカ　　　　　　　　　　　60ℊ
みそ　　　　　　　　　　　大さじ２～３
砂糖　　　　　　　　　　　小さじ１～２
酢　　　　　　　　　　　　小さじ１～２

【作り方】

①�フキは食べやすい大きさに切る。イカはゆでて食べや
すい大きさに切る。

②�みそ、砂糖、酢を合わせ、器に盛った①にかける。

フキの肉詰め

【材料（２人分）】

フキ水煮（太い物）　　　　  600ℊ
豚ひき肉　　　　　　　　　150ℊ
干しシイタケ（水で戻す）　　１枚

（戻し汁もとっておきます）
酒・しょうゆ　　　　　　　 各大さじ１くらい
おろししょうが　　　　　　少々
水　　　　　　　　　　　　適量

（鍋に入れたフキが隠れるくらい）
めんつゆ　　　　　　　　　適量

【作り方】

①�豚ひき肉に、粗く刻んだ干しシイタケとおろししょう
が、酒としょうゆを加え、粘りが出るまで混ぜる。

②�フキを５㎝くらいの長さに切り、穴に①を詰める。
③�鍋にシイタケの戻し汁と水、めんつゆを入れて火にか
ける。沸いたら②を入れ、火が通り、味がなじむまで煮
含める。

問い合わせ先／役場健康推進課健康推進係☎４８２‐２９３５（課直通）

日
本
は
予
防
接
種
制
度
が

遅
れ
て
い
ま
す

予
防
接
種
制
度
は

大
き
く
分
け
て
２
つ

　

日
本
で
は
、
予
防
接
種
は
大
き
く
２

種
類（
定
期
接
種・任
意
接
種
）に
分
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

定
期
接
種
は
国
が
接
種
を
勧
奨
し
て

い
る
も
の
で
、
大
部
分
は
自
己
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。任
意
接
種
は
、
受
け
る
・

受
け
な
い
が
本
人
と
家
族
に
任
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
全
額
自
己
負
担
で
す
。

（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
一
部
の
方
に
助

成
有
り
）

▼
子
ど
も

�

定
期
接
種
／
Ｂ
Ｃ
Ｇ
、
四
種
混
合（
百

日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
・
ポ
リ

オ
）、肺
炎
球
菌
、ヒ
ブ
、麻
し
ん
・
風
し

ん
、子
宮
頸（
け
い
）が
ん

�

任
意
接
種
／
水
※
１

痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）、

お
た
ふ
く
風
邪
、
Ｂ
型
肝
炎
、
ロ
タ
、

イ※
２

ン
フ
ル
エ
ン
ザ

▼
大
人

�

定
期
接
種
／
イ
※
２

ン
フ
ル
エ
ン
ザ

�

任
意
接
種
／
成
※
１

人
肺
炎
球
菌

※�

１
は
、
平
成
26
年
秋
か
ら
定
期
接
種

に
な
る
予
定
で
す
。詳
し
く
は
、広
報
て

し
か
が
５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※�

２
は
、
小
児
と
高
齢
者
の
方
な
ど
に

一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。接
種

期
間
は
、
流
行
す
る
10
月
こ
ろ
～
３

月
ま
で
で
す
。近
く
な
り
ま
し
た
ら
、

広
報
て
し
か
が
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

の
副
反
応
疑
い
（
慢
性
的
な
痛
み
な
ど
）

が
、大
き
く
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら
れ

た
こ
と
が
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
。本
町
で
は
、報
道
前
は
９
割
を
超
え

る
接
種
率
で
し
た
が
、
報
道
後
に
接
種

す
る
か
ど
う
か
悩
ん
だ
方
も
多
か
っ
た

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は

安
全
？

と
思
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
の
副
反
応
に
つ
い
て
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
有
効
性
と
比
較
し
て
考
え
る

と
、
定
期
接
種
を
中
止
す
る
ほ
ど
リ
ス

ク
が
高
い
と
は
評
価
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。し
か
し
、ワ
ク
チ
ン
と
の
因
果
関
係

を
否
定
で
き
な
い
持
続
的
な
痛
み
が
接

種
後
に
特
異
的
に
見
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
副
反
応
の
発
生
頻
度
な
ど
適
切
な

情
報
提
供
が
で
き
る
ま
で
の
間
、
定
期

接
種
を
積
極
的
に
勧
奨
す
べ
き
で
は
な

い
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。接
種
勧
奨
の

中
止
は
一
時
的
な
措
置
で
あ
り
、
よ
り

安
心
し
て
接
種
を
受
け
て
い
た
だ
く
た

め
の
も
の
で
す
」と
発
表
し
て
い
ま
す
。

（
厚
生
労
働
省
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

　

町
と
し
て
も
、今
後
、動
き
が
あ
っ
た

場
合
に
は
そ
の
都
度
、通
知
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。接

種
さ
れ
た
方
で
、万
が
一
、副
反
応
が
見

ら
れ
た
場
合
に
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
度
接
種
対
象
の
方
に
は
、

後
日
ご
連
絡
し
ま
す
。

①
自
分
が
病
気
に
か
か
ら
な
い
た
め
。

②
人
に
う
つ
さ
な
い
た
め
。

③�

万
が
一
、
か
か
っ
た
場
合
に
も
軽
く

す
む
た
め
。

　

予
防
接
種
は
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
健
康
推
進
課

健
康
推
進
係
☎
４
８
２
‐
２
９
３
５

（
課
直
通
）ま
で
。

ヒグマ注意特別月間 期間：４月５日㈯〜５月11日㈰
　山菜採りやハイキングなどで、野山へ入る機会が増える季節となりました。春は、ヒグマによる事故やヒグマとの遭遇が増
える季節です。楽しく過ごすためにも、ヒグマによる事故に遭うことのないよう、特に注意をお願いします。

▼ヒグマの被害に遭わないために
　事前にヒグマの出没状況を確認する／一人では野山に入らない／野山では音を出しながら歩く／
　薄暗いときには行動しない／フンや足跡を見たら引き返す／食べ物やごみは必ず持ち帰る
❑�問い合わせ先／役場農林課林務係☎４８２‐２９３６（課直通）・釧路総合振興局保健環境部環境生活課☎０１５４９
　１５１まで。http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/skn/yasei/yasei/higuma/shichoson_link_page.htm（道内ヒグマ情報）
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中
西
悟
堂
は
日
本
野
鳥
の
会
を
創
設

し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
、「
野
鳥
」や「
探

鳥
」と
い
う
単
語
は
、中
西
が
野
鳥
の
会
を

創
設
し
た
と
き
に
つ
く
っ
た
も
の
で
す
。

　

中
西
は
１
８
９
５（
明
治
28
）年
、石
川

県
に
生
ま
れ
、
10
歳
の
と
き
、
お
寺
で

１
０
８
日
間
の
座
行
や
滝
行
、
断
食
の

修
業
を
行
い
ま
し
た
。座
禅
を
組
ん
で

い
た
と
き
、
小
鳥
が
肩
や
膝
で
戯
れ
た

こ
と
か
ら
終
生
、
野
鳥
と
の
付
き
合
い

が
始
ま
り
ま
す
。中
西
は
15
歳
で
僧
籍

に
入
り
、法
名「
悟
堂
」と
し
て
修
業
を
続

け
、
青
年
に
な
っ
て
詩
や
短
歌
の
文
学

を
志
し
ま
す
。

　

更
科
と
悟
堂
が
知
り
合
う
の
は
１
９

２
９（
昭
和
４
）年
。悟
堂
が
編
集
・
発
行
し

て
い
た
詩
の
同
人
雑
誌『
濶か

つ

葉よ
う

樹じ
ゅ

』に
、更

科
が
詩
友
・
真
壁
仁
に
誘
わ
れ
て
寄
稿
し

て
か
ら
で
し
た
。

　

悟
堂
は
、
更
科
が
住
む
原
野
を
い
つ

か
一
度
、
実
見
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。１
９
３
９（
昭
和
14
）年
、
悟
堂
の

妻
の
兄
が
北
海
道
庁
の
役
人
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
鳥
の
観
察
も
兼
ね
て
北
海

道
旅
行
を
し
ま
す
。更
科
は
、
こ
の
年
の

４
月
に
妻
・
は
な
ゑ
を
亡
く
し
、
妻
と
過

ご
し
た
家
か
ら
母
と
兄
た
ち
が
住
む
家

に
娘
た
ち
と
移
り
住
ん
で
い
ま
し
た
。

悟
堂
は
そ
の
熊
牛
原
野
を
訪
ね
て
来
て

く
れ
た
の
で
す
。そ
の
日
は
、
は
な
ゑ
が

亡
く
な
っ
て
百
カ
日
の
日
で
し
た
。

　

熊
牛
原
野
を
訪
れ
た
夕
方
、
悟
堂
は

熊
牛
原
野
の
鳥
や
草
花
を
観
察
し
な
が

ら「
燕え

ん

麦ば
く

の
畠は

た
け

の
な
か
の
道
を
、
源
蔵
さ

ん
が
牛
を
追
っ
て
く
る
の
に
合
う
。…

の
っ
し
の
っ
し
と
牛
ど
も
が
あ
る
い
て

く
る
。オ
ー
バ
ー
オ
ー
ル
を
着
た
源
蔵

さ
ん
が
、
長
靴
に
草
を
噛か

ま
せ
な
が
ら

牛
の
尻
か
ら
声
を
か
け
て
は
、
平
手
で

ピ
シ
ャ
リ
と
牛
の
胴
を
叩
く
。…
源
蔵

さ
ん
は
今
度
は
馬
の
ポ
ン
コ
を
サ
ン
ナ

シ
の
木
に
つ
な
ぎ
に
ゆ
く
と
い
う
…
」

（
上
の
口
絵
写
真
）と
、更
科
が
仕
事
を
終

え
る
の
を
待
ち
ま
す
。

　

そ
し
て
悟
堂
は
、
は
な
ゑ
の
百
カ
日

に
来
合
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
も
何
か
の

因
縁
か
も
知
れ
な
い「
三
里
離
れ
た
弟
子

屈
に
し
か
坊
さ
ん
が
い
な
い
と
い
う
北

海
道
の
原
野
の
な
か
へ
、
は
る
ば
る
東

京
か
ら
百
カ
日
に
め
ぐ
り
合
わ
せ
て
来

た
の
で
あ
る
。た
と
え
野
鳥
姿
の
ま
ま

の
、
法
衣
も
数じ

ゅ

珠ず

も
な
い
と
し
て
も
、

逝
っ
た
人
の
写
真
と
、
蝋ろ

う

燭そ
く

の
あ
か
り

と
、備
え
た
花は

な

菖し
ょ
う

蒲ぶ

の
前
で
、
友
だ
ち
の

た
め
に
坊
さ
ん
の
代
わ
り
を
つ
と
め
ら

れ
る
の
な
ら
、
お
経
だ
っ
て
住
職
時
代

よ
り
は
よ
っ
ぽ
ど
本
気
に
腹
か
ら
出

る
」と
、読
経
を
し
て
く
れ
ま
す
。

　

翌
日
、
悟
堂
は
妻
子
ら
と
美
幌
の
駅

で
落
ち
合
う
約
束
が
あ
り「
三
、四
日
中

に
は
も
う
一
度
、
家
族
づ
れ
で
御
焼
香

に
く
る
」と
、
南
弟
子
屈
の
駅
に
長
女
と

一
緒
に
見
送
り
に
き
た
更
科
に
約
束
し

て
列
車
に
乗
り
、別
れ
ま
す
。

●更科源藏資料紹介

第
108
回

原

野

紀

行

更科源藏（さらしなげんぞう）
●1904（明治37）年、弟子屈
町熊牛原野（南弟子屈）に生
まれ、1985（昭和60）年に81
歳で逝去。東京麻布獣医学
校を中退した後、尾崎喜八、
高村光太郎に師事し、詩作
を中心に郷土史、アイヌ文
化研究など主に文学活動
を続けた。
▶�弟子屈町で所蔵している
さまざまな資料を紹介す
る。

著書の検印などに使っ
ていた自作のエゾシカ
印

愛鳥家・詩人　中 西  悟 堂

新 刊 案 内

「わたしたちのすご
さを世界中に見せつ
けてやる」
北海道小樽在住の中
学生・弥子と笑顔瑠

（ニコル）。中学１年
の３学期、運命的に
出会った２人は「ここ
ではないどこか」に行
くため、手を組んで

「仕事」をすることに
した。

「
怒
り（
上
・
下
）」

吉
田　

修
一
／
著

「 

オ
オ
カ
ミ
の
声
が
聞
こ
え
る
」

加
藤　

多
市
／
著

「 

暮
ら
し
を
旅
す
る
」

中
村　

好
文
／
著

「 

一
生
つ
か
え
る
整
理
力
が
３
週
間
で
身
に
つ

く
本
」

　

佐
藤　

亮
介
／
著

「
ふ
た
り
で
は
じ
め
る
結
婚
生
活
」

阿
部　

絢
子
／
監
修

「 

毎
日
、こ
ま
め
に
、少
し
ず
つ
。」

ワ
タ
ナ
ベ　

マ
キ
／
著

「 

サ
ム
ラ
イ
・
評
伝
三
船
敏
郎
」松田

美
智
子
／
著

「 

走
る
の
が
速
く
な
る
俊
足
教
室
」

朝
原　

宣
治
／
監
修

「
ヒ
ッ
ク
と
ド
ラ
ゴ
ン
」

ヒ
ッ
ク
・
ホ
レ
ン
ダ
ス
・
ハ
ド
ス
三
世
／
作

「
ど
ー
し
た
ど
ー
し
た
」

荒
井　

良
二
／
絵

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お
す
す
め
の
新
刊

朝倉　かすみ／著

☆�

図
書
館
バ
ス
が
川
湯
温
泉
駅
前

に
巡
回
し
ま
す

　

毎
週
木
曜
日
に
運
行
し
て
い
る
図
書
館
バ

ス
の
Ａ
コ
ー
ス
巡
回
場
所
に
、
川
湯
温
泉
駅
前

が
新
た
に
加
わ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、
図
書
館

バ
ス
運
行
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
「
平
成
26
年
度
図
書
館
バ
ス
運
行
表
」は
、
広

報
て
し
か
が
３
月
号
に
折
り
込
み
ま
し
た
。図

書
館
と
図
書
館
バ
ス
で
掲
示
・
配
布
し
て
い
る
ほ

か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

☆�

定
期
購
読
雑
誌
を
一
部
変
更
し

ま
し
た

　

図
書
館
で
定
期
購
読
し
て
い
る
雑
誌
の
う

ち
、２
誌
を
入
れ
替
え
ま
し
た
。

▼�

購
読
を
や
め
る
雑
誌
→
新
し
く
購
読
す
る

雑
誌

　
「
す
て
き
な
奥
さ
ん
」→「
サ
ン
キ
ュ
！
」

　
「
ｅ
ｄ
ｕ（
エ
デ
ュ
ー
）」→「
ク
ー
ヨ
ン
」

▼�

今
月
の
休
館
日
／
７
日
㈪
・
14
日
㈪
・
21
日
㈪
・

28
日
㈪
・
29
日（
㈫
・
昭
和
の
日
） 中央２丁目４番１号

☎（よいほんいろいろ
4 4 4 4

）４８２‐１６１６

てらさふ

川湯エコミュージアムセンター（ＥＭＣ）☎４８３‐４１００
URL http://www6.marimo.or.jp/k_emc/　４月は8:00～17:00開館　毎週水曜日休館

　

今
年
の
12
月
、

阿
寒
国
立
公
園
は

指
定
80
周
年
と

い
う
節
目
を
迎

え
ま
す
。で
も
そ

の
前
に
、
実
は

川
湯
Ｅ
Ｍ
Ｃ
が

４
月
に
15
周
年

と
い
う
記
念
日

を
迎
え
る
の
で
す
。今
回
は
、
地
域
の

自
然
活
動
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担

っ
て
き
た
当
セ
ン
タ
ー
の
歴
史
を
、ち

ょ
っ
と
ひ
も
と
い
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
で

も
時
々

「
以
前
、

ビ
ジ
タ

ー
セ
ン

タ
ー
っ

て
あ
り
ま

し
た
よ
ね

～川湯の森から～

？
」と
い
う
来
館
者
の
声
を
聞
き
ま
す
。Ｅ

Ｍ
Ｃ
の
前
身
で
も
あ
る
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
が
、
川
湯
に
開
設
さ
れ
た
の
は

１
９
６
９（
昭
和
44
）年
。以
来
、川
湯

地
域
を
中
心
に
摩
周
・
屈
斜
路
エ
リ

ア
の
特
別
な
自
然
環
境
を
、
皆
さ
ん

に
伝
え
続
け
て
き
た
の
で
す
。

　

そ
ん
な
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
名

称
も
新
た
に
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

セ
ン
タ
ー
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た

の
が
１
９
９
９（
平
成
11
）年
。平
成
７

年
度
か
ら
環
境
庁（
当
時
）が
進
め
て

い
た
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
整
備
事
業

に
基
づ
い
て
新
設
さ
れ
た
、
先
駆
け

的
存
在
で
す
。活
動
の
中
心
と
な
る

大
き
な
柱
は「
地
域
住
民
と
と
も
に
」

と
い
う
考
え
方
で
す
。だ
か
ら
と
い

っ
て
、
堅
苦
し
い
理
想
は
あ
り
ま
せ

ん
。サ
ー
ク
ル
活
動
や
研
修
会
の
場

と
し
て
、待
ち
合
わ
せ
、子
ど
も
の
遊

び
場
、
暇
つ
ぶ
し
も
大
歓
迎
！
ど
う
ぞ
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

町民の皆さんとともに15年

飲み物や本、クラフト材料、畳スペースな
ども用意。思い思いにおくつろぎください

２階ギャラリー企画展
「野生動物写真コンテスト」

開催中！

　一般財団法人自然公園財団が主

催している「野生動物写真コンテス

ト」（環境省など後援）の、第５回入賞

作品を展示しています。

　日本の豊かな自然の中で暮らす

生き物たちの命と営みを、写真によ

って記録していこうというもので、

1,503点の応募の中から選ばれた37

点を展示。鳥や哺乳類、昆虫など被

写体は多岐にわたり、北海道では見

られない生物のワンショットもあ

ります。ぜひ、この機会をお見逃し

なく！４月29日㈫まで。
力
作
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

『定本・野鳥記　第七巻　平野と島と鳥』
中西悟堂�著　春秋社刊

「釧路国南弟子屈の更科源蔵君。牛舎の前で」中西悟堂撮影
（『定本・野鳥記　第七巻　平野と島と鳥』同著口絵から）

添えられていた
中西悟堂筆の謹呈紙片



2223

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、各
老
人

ク
ラ
ブ
や
自
治
会
、
学
校
、
サ
ー

ク
ル
な
ど
に
、ス
ポ
ー
ツ
用
具
の

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。開

催
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
、町
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
体
育
振

興
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
貸
し
出
し
備
品

　

�

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
用
具
・
フ
ロ
ア

ー
カ
ー
リ
ン
グ
・
ミ
ニ
テ
ニ
ス

ラ
ケ
ッ
ト
・
室
内
ペ
タ
ン
ク
・
キ

ン
ボ
ー
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
・

運
動
会
用
具（
バ
ト
ン
な
ど
）・

体
力
測
定
器
具

❑
全
道
大
会
結
果（
敬
称
略
）

▼�
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
全
道
選
抜
中
学

生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
団
体
研
修
大
会（
２

月
22
日
か
ら
深
川
市（
男
子
）、
新
十
津

川
町（
女
子
））▽
男
子
団
体
第
３
位
▽
女

子
団
体
第
３
位

　

平
成
25
年
度
弟
子

屈
町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

お
よ
び
町
体
育
協
会

表
彰
が
３
月
20
日
、

町
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
町
ス

ポ
ー
ツ
表
彰
で
ス
ポ

ー
ツ
賞
１
団
体
・
１

人
、
ス
ポ
ー
ツ
功
労

賞
２
人
、
ス
ポ
ー
ツ

奨
励
賞
３
人
、
体
育
協
会
表
彰
で
は
功
労

賞
３
人
、
特
別
賞
１
団
体
・
２
人
が
選
ば

れ
、そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
受
賞
者
を
代
表
し
弟
子
屈
陸

上
少
年
団
女
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム
の
皆
さ

ん
が「
素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
い
た
の

は
、
今
ま
で
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
先

生
、
支
え
て
く
れ
た
保
護
者
、
応
援
し
て

く
だ
さ
っ
た
町
民
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。私
た
ち

は
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
全
道
優
勝
が
目

標
で
し
た
。目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
こ
こ
が
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
す
。次
は
全
国
出
場
を
目
標

に
頑
張
り
ま
す
」と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
弟
子
屈
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
】

❑
ス
ポ
ー
ツ
賞

▼�

西
田
健
修（
弟
子
屈
高
校
１
年
）／
国
民

体
育
大
会　

砲
丸
投
げ　

優
勝

▼�

弟
子
屈
陸
上
少
年
団
女
子
リ
レ
ー
チ

ー
ム（
弟
子
屈
中
学
校
）／
全
道
陸
上
競

技
大
会（
４
×
１
０
０
㍍
リ
レ
ー
）優
勝

表彰式の後で

❑
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

▼�

小
杉
山
有
生（
弟
子
屈
中
学
校
）／
本
町

の
テ
ニ
ス
の
普
及
・
発
展
に
寄
与

▼�

中
澤
幸
子（
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）／

本
町
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
普
及
・
発
展

に
寄
与

❑
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

▼�

山
崎
美
玖（
弟
子
屈
中
学
校
２
年
）／
全

道
陸
上
競
技
大
会（
８
０
０
㍍
）第
６
位
・

第
５
位

▼�

小
家
山
春（
同
）／
全
道
陸
上
競
技
大
会

（
Ｂ
走
り
幅
跳
び
・
走
り
幅
跳
び
）第
２

位
▼�

岡
林
輝（
同
３
年
）／
全
道
選
抜
陸
上
競

技
大
会（
４
×
１
０
０
㍍
リ
レ
ー
）第
５

位
【
弟
子
屈
町
体
育
協
会
表
彰
】

❑
功
労
賞

▼�

山
本
政
春（
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
）／

本
町
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
普
及
・
発
展

に
寄
与

▼�

柏
倉
征
子（
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
）／

本
町
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
普
及
・
発
展

に
寄
与

▼�

髙
田
裕
子（
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）／

本
町
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
普
及
・
発
展

に
寄
与

❑
特
別
賞

▼�

弟
子
屈
中
学
校
男
子
テ
ニ
ス
部
／
全

道
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会（
団
体
）第
８
位

▼�

西
田
千
種（
弟
子
屈
中
学
校
３
年
）／
全

道
陸
上
競
技
大
会（
４
種
競
技
）第
７
位

▼�

小
澤
寧
々
（
同
２
年
）／
全
道
陸
上
競

技
大
会（
１
０
０
㍍
ハ
ー
ド
ル
）第
８
位

▼
日
時

�

４
月
27
日
㈰　

９
時
～
正
午（
小
学
生
）

13
時
～
16
時（
中
学
生
）

�

４
月
29
日
㈫　

９
時
～
16
時（
小
・
中
学

生
）

�

６
月
１
日
㈰　

９
時
～
正
午（
小
学
生
）

13
時
～
16
時（
中
学
生
）

▼
場
所
／
町
営
球
場

※
雨
天
時
は
摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
／
野
球
の
技
術
指
導

▼�

講
師
／
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ

ー
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー

▼
対
象
／
町
内
の
小
・
中
学
生

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
町
体
育
協
会
事
務

局（
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
）☎

４
８
２
‐
２
９
４
８
ま
で
。

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
in
弟
子
屈

キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル

参
加
者
募
集

昨年の様子

スポーツ用具を貸し出します

大会に出場した選手たち（上・男子／下・女子）

開講講座　※詳細については、その都度、広報てしかがやチラシなどでお知らせします。
内容 日時

①公民館でスポーツを楽しもう！
　�ニュースポーツを中心に体を動かします。

５月14日㈬
10時～正午

定員・参加費・場所・講師
定員／30人　参加費／無料　場所／町公民館講堂
講師／町教育委員会社会教育課　三�上　哲�氏

　弟子屈町民大学校の受講者を募集します。
　町民大学校では歴史、経済、文化、スポーツ活動など幅広い分野で楽しく、自由に学べる講座を開講します。一緒に学んでみませ
んか。皆さんの受講をお待ちしています。

▼受講期間／５月～平成27年３月

▼受講対象者／一般町民の方

▼ �受講方法／下記の講座にチャレンジし、受講講座の６割以上参加された方に「弟子屈学知賞」を授与します。興味や関心のある講
座のみの受講も可能です。

❑申し込み・問い合わせ先／町公民館☎４８２‐２３４０まで

②ＡＥＤ講習会
　弟子屈消防署職員から安全対策を学びます。

５月20日㈫
19時～21時

定員／25人　参加費／無料　場所／弟子屈消防署
講師／弟子屈消防署職員

③農林課・公民館連携講座
　公民館で学ぼう！「ワインができるまで」
　�池田町ブドウ・ブドウ酒研究会から講師を招き
「摩周ワインができるまで」について講演してい
ただきます。また、本町で醸造を予定している
「山幸」ワインの池田町産を試飲します！

６月６日㈮
18時～20時

定員／40人　参加費／無料　場所／町公民館講堂
講師／池田町ブドウ・ブドウ酒研究会

④健康になるための料理教室
　※内容は調整中。

６月10日㈫
10時～正午

定員／15人　参加費／材料費実費
場所／社会老人福祉センター　講師／町栄養士

⑤藻琴山登山
　標高1,000mの藻琴山に挑戦！

７月５日㈯
８時　町公民館集合

定員／30人　参加費／無料
講師／摩周山岳会

⑥洋裁講座
　簡単なチュニックを作ります。

７月７日㈪・14日㈪
いずれも10時～正午

定員／15人　参加費／材料費実費　場所／町公民館研修室
講師　高�橋　加代子�氏

⑦摩周焼陶芸講座
　自分だけのオリジナル作品を作りませんか。

９月１日㈪
19時～21時

定員／なし　参加費／材料費実費　場所／町公民館講堂
講師／摩周焼窯元・陶芸家　森　雅�子�氏

⑧ふるさと講座「歴史を学ぼう」
　町内を回りながら歴史文化を学びましょう。

９月６日㈯
10時～15時30分 定員／30人　参加費／無料　講師／松�橋　秀�和�氏

⑨弟子屈高校・公民館連携講座
　�弟子屈高校で「実験教室」など、普段体験でき
ないことを学びます。

11月～12月の予定 定員・参加費については、後日お知らせします。
講師／弟子屈高校教員

⑩パン作り講座
　いろいろな種類のパンを作ります。

２月27日㈮
13時～15時

定員／15人　参加費／材料費実費　場所／調整中
講師／町栄養士　正�代　章�子�氏

⑪摩周多夢窯陶芸講座
　自分だけのオリジナル作品を作りませんか。

３月２日㈪
19時～21時

定員／なし　参加費／材料費実費　場所／町公民館講堂
講師／摩周多夢窯　陶芸家　平�出　隆�子�氏

⑫ふるさと講座「アイヌ刺しゅう体験」
　アイヌ刺しゅうの技術を学びます。

３月７日㈯・14日㈯
いずれも９時～正午

定員／15人　参加費／材料費実費　場所／町公民館研修室
講師／武�田　千�鶴�氏

　

公
民
館
簡
単
パ
ン
作
り
講

座
が
３
月
５
日
、弟
子
屈
中
学

校
家
庭
科
室
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。参
加
者
は
９
人
。町
栄

養
士
の
正
代
章
子
さ
ん
の
指

導
の
も
と
、バ
タ
ー
ロ
ー
ル
と

ベ
ー
グ
ル
作
り
に
挑
戦
し
ま

し
た
。パ
ン
生
地
を
短
時
間
で

発
酵
さ
せ
、お
い
し
く
作
る
コ

ツ
を
学
び
、
受
講
生
同
士
、
和

気
あ
い

あ
い
と

楽
し
い

講
座
に

な
り
ま

し
た
。

楽
し
く
　
お
い
し
く

パ
ン
作
り
を
学
ぶ

みんなで楽しくパン作り

　

摩
周
多
夢
窯
陶
芸
講
座
が

３
月
10
日
、町
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。講
座
に
は
19
人
が

参
加
。同
窯
元
の
平
出
隆
子
先

生
を
は
じ
め
、ア
シ
ス
タ
ン
ト

の
皆
さ
ん
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
陶
芸
を
行
い
ま
し
た
。大

作
に
挑
戦
す
る
方
や
初
め
て

体
験
す
る
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
し
た
が
、
自

分
だ
け
の
作
品

を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

摩
周
多
夢
窯
陶
芸

講
座
で
作
品
作
り

完成に思いを膨らませながら

スポーツの功績をたたえて



2425

このページは皆さんからの

情報で作られています。

どのような情報でもすぐに

かけつけます。

お気軽にご連絡ください。

まちづくり政策課政策調整係　☎４８２-２９１３（課直通）

　３月10日から11日に
かけて東京都で行われ
た第53回全国青年農業
者会議で、弟子屈町４
Ｈクラブの猪狩大智さ
んが、プロジェクト発

表（土地利用型作物部門）で２位に当たる農林水産省経営局
長賞を受賞、14日に役場に報告に訪れました。
　４Ｈクラブは農業青年で構成する団体で、昨年から取り
組む摩周そばの安定生産に向けたプロジェクトでの受賞。
今年のテーマは「SOBA－青さに魅

ひ

かれし男達
たち

」で、質の良い
ソバの生産に関する研究結果と、その内容が同生産組合に
認められた点などが評価されました。

３月14日

摩周そばの安定生産についての研究結果を発表

４Ｈクラブの猪狩さんが全国大会で２位

　「未来を築くのは
女性の元気！」をテ
ーマに、てしかが町
女性のつどい（弟子
屈町女性団体協議会

主催）が３月２日、社会老人福祉センターで開催されました。
　地域の課題や社会問題について理解を深めようと毎年開
催されていて、今年は235人が参加。「ばぁば加工センターの
活動について」「健康診断について」「弟子屈町の名木について」
と題した講話が行われ、参加した皆さんは真剣に聞き入っ
ていました。午後からは「いざという時、役に立つ応急手当の
仕方」と題して、弟子屈消防署の村岡弘康救命救急士が生涯
学習講演会を行いました。

女性の力で地域づくりに貢献したい

てしかが町女性のつどいを開催

　町自衛隊協力会
（八幡豊行会長）と
町自衛隊父兄会（和
田操会長代行）主催
の弟子屈町自衛隊
入隊予定者激励会

が３月13日、役場委員会室で開催されました。
　今年は、弟子屈高校を卒業した香川龍成君、佐藤優太君、倉
向圭人君が入隊を予定しています。自衛隊協力会の八幡会長
のあいさつの後、和田自衛隊父兄会会長代行から記念品が手渡
され、德永町長や自衛隊関係者が激励の言葉を贈りました。入
隊予定者を代表して佐藤君が「弟子屈で育ったことを誇りに、
立派な社会人となるよう頑張りたい」と、決意を語りました。

新たな旅立ちを祝福

自衛隊入隊予定者の激励会

た
く
さ
ん
の
女
性
が
参
加

喜
び
の
報
告
を
行
う
猪
狩
さ
ん（
中
央
）

３月13日

３月２日

　摩周湖農協「牛山
豚彦」、標茶町「ミル
クックさん」「ハッピ
ーくろべえ」、北海
道警察「ほくとくん」
の４キャラクター

が、防災、安心・安全地域活動キャラ協定を結びました。
　調印式は３月20日、標茶町立さくら保育園・幼稚園で行わ
れ、川口覚摩周湖農協組合長と森山豊標茶町副町長、小林順
也弟子屈警察署長が協定書を交わし、４キャラクターの着
ぐるみも園児に協力してもらいながら調印を行いました。
　４キャラクターは今後、弟子屈警察署管内で行われる啓
発・広報活動に参加し、防災や防犯を呼びかけていきます。

３月20日

　和琴小学校
（森敏隆校長）
の６年生２人
が、卒業記念
に交通安全啓

発パネルを制作し、学校に贈りました。
　平成25年度卒業生の髙橋真人君と東出あきほさんが、学
校前の国道243号を通るドライバーが安全運転に気をつけ
てくれること、和琴小学校の皆さんが交通事故に遭わない
ことを願って作製したもの。制作期間15日間をかけ、耐水性
ベニヤに耐水ペンキを使って仕上げました。作品は３月20
日の卒業式で披露。雪解けを待って、学校敷地内の国道に面
する場所に設置される予定です。

３月20日

左
か
ら
倉
向
君
、佐
藤
君
、香
川
君

完
成
作
品
を
前
に
全
校
児
童
で

協
定
を
交
わ
し
た
牛
山
豚
彦（
右
）ら

地域の交通安全のために

和小児童が卒業記念に交通安全啓発パネル作製
地域の防災や防犯を呼びかけます

弟子屈・標茶両町と警察キャラクターが協定

70～74歳の方の自己負担割合を変更
国民健康保険から制度改正のお知らせ

問い合わせ先／役場健康推進課健康保険係☎４８２‐２９３５（課直通）

　国民健康保険に加入している70～74歳の方が医療機関にかかった際の自己負担割合が、平成26年度から変
更になりました。
　昭和19年４月２日以降生まれの方は２割となり、昭和19年４月１日以前生まれの方はこれまでと同様に１
割に据え置かれます。
　現役並み所得者の方の自己負担割合は、３割のままで変更ありません。

国民健康保険の保険証を更新します
　次の窓口交付対象者を除き、各世帯に簡易書留郵便で保険証を発送します。発送は４月15日ころを予定
しています。

▼窓口交付対象者

　①特別証交付対象者／学生の方などで本町に住民票がない方。在学（園）証明書が必要です。
　②短期証交付対象者／国民健康保険税を滞納している方。窓口相談の上、期間を定めて交付します。

※ 国民健康保険税の賦課に関係しますので、まだ所得の申告がお済みでない方は、速やかに申告手続きを
済ませてください。

　上記の自己負担割合で医療機関を受診するためには「高齢受給者証」が必要です。70歳になると
自己負担割合が記載された「高齢受給者証」が交付されます。この証は誕生日の翌月（１日が誕生日
の方はその月）から使用することができます。

※現役並み所得者とは、同一世帯に住民税課税所得が145万円以上の70～74歳の国保加入者がいる方です。
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土
地
・
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
の
縦
覧
実
施

　

平
成
26
年
度
土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。縦

覧
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
本
人
の
確

認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
な

ど
）と
印
鑑
を
持
参
し
、期
間
厳
守
の

上
、税
務
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
弟
子
屈
町
内
に
固
定
資

産
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
で
、
本
人

ま
た
は
本
人
の
委
任
状
を
お
持
ち
の

代
理
人
の
方
に
限
り
ま
す
。

▼�

期
間
／
４
月
１
日
㈫
～
６
月
２
日

㈪（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）の

８
時
45
分
～
17
時
30
分

▼
場
所
／
役
場
税
務
課

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
税
務
課
課

税
係
☎
４
８
２
‐
２
９
１
４（
課
直

通
）ま
で
。

国
民
年
金
保
険
料
免
除

申
請
期
間
を
拡
大

　

４
月
か
ら
法
律
が
改
正
さ
れ
、
国

民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予
・

学
生
納
付
特
例
の
申
請
に
つ
い
て
、

遡
っ
て
申
請
で
き
る
期
間
が
拡
大
さ

れ
ま
す
。

　

免
除
に
つ
い
て
は
、
申
請
す
る
年

度
に
対
応
す
る
前
年
度
所
得
に
基
づ

き
審
査
を
行
い
ま
す
。免
除
な
ど
の

申
請
は
、
年
度
ご
と
に
申
請
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。申
請
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
速
や
か
に
申
請
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※�

平
成
26
年
度
分
は
７
月
に
な
っ
て

か
ら
申
請
で
き
ま
す
。（
学
生
納
付

特
例
の
申
請
は
４
月
か
ら
）

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
日
本
年
金
機
構

釧
路
年
金
事
務
所
☎
０
１
５
４


５
８
２
０
ま
で
。

調
理
師
試
験
を
実
施
し

ま
す

　

平
成
26
年
度
調
理
師
試
験
を
実
施

し
ま
す
。

▼�

試
験
日
／
８
月
28
日
㈭

▼�

願
書
受
付
期
間
／
５
月
12
日
㈪
～

５
月
23
日
㈮

※
願
書
は
４
月
か
ら
配
布
し
ま
す
。

❑�

願
書
配
布
・
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

�

／
釧
路
保
健
所
保
健
行
政
室
健
康

推
進
課
健
康
増
進
係
☎
０
１
５
４


１
２
３
３
ま
で
。

郵
便
局
へ
の
転
居
届
を

忘
れ
ず
に

　

４
月
は
就
職
・
進
学
・
転
勤
な
ど
の

シ
ー
ズ
ン
で
す
。お
引
っ
越
し
の
際

に
は
、お
近
く
の
郵
便
局
に「
転
居
届
」

を
出
し
て
お
く
だ
け
で
、１
年
間
、旧

住
所
宛
て
の
郵
便
物
を
新
住
所
に
無

料
で
転
送
し
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
の

な
い
よ
う
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、郵
便
局
で
は
、皆
さ
ん
の
大

切
な
郵
便
物
を
確
実
に
お
届
け
す
る

た
め
、
転
居
届
に
つ
い
て
ご
本
人
の

確
認
な
ど
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
郵
便
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
弟
子
屈
郵
便
局

☎
４
８
２
‐
２
４
４
０
ま
で
。

休
日
公
証
相
談
を
行
い

ま
す

▼�

日
時
／
４
月
19
日
㈯　

10
時
～
16

時
▼�

場
所
／
釧
路
公
証
人
役
場（
釧
路
市

末
広
町
７
丁
目
２
番
地�

金
森
ビ
ル
）

▼�

相
談
内
容
／
遺
言
、相
続
、任
意
後

見
、尊
厳
死
宣
言
、お
金
の
貸
し
借

り
、
賃
貸
借
、
離
婚
に
伴
う
養
育

費
・
慰
謝
料
・
財
産
分
与
な
ど
。

▼
相
談
料
／
無
料

▼�

申
し
込
み
方
法
／
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
４
月
18
日
㈮
ま
で
に

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

❑�

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
公

証
人
役
場
☎
０
１
５
４

１
３
６

　

５
ま
で
。

町
民
農
園
の
利
用
者
を

募
集
し
ま
す

　

今
年
も「
町
民
農
園
」が
５
月
中
旬

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。皆
さ
ん
の
交

流
の
場
と
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
農

作
業
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼�

場
所
／
摩
周
３
丁
目
４
８
８
‐
８

▼�

区
画
面
積
／
１
区
画
１
０
０
平
方

㍍（
23
区
画
）

▼�

使
用
期
間
／
５
月
中
旬
～
10
月
下

旬
▼
使
用
料
／
１
区
画
３
千
円（
年
間
）

▼�

対
象
／
定
期
的
に
農
園
を
使
用
・

管
理
で
き
る
方
。

▼�

募
集
期
間
／
４
月
７
日
㈪
～
４
月

25
日
㈮

▼�

申
し
込
み
方
法
／
役
場
農
林
課
・

川
湯
支
所
に
あ
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
役
場
農
林
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

❑�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
役

場
農
林
課
農
政
係
☎
４
８
２
‐
２

　

９
３
６（
課
直
通
）ま
で
。

４月　アリーナ町民開放日

文化センターガイド

◎〜全面　　休〜休館日
（時間帯は18：00〜21：00です）

問い合わせ先
釧路圏摩周観光文化センター　☎482-1811

釧路北陽高校宿泊研修

今月の主な行事予定
10・11日

16日
釧路江南高校宿泊研修
釧路湖陵高校宿泊研修

17日
中標津高校宿泊研修22日

27・29日 体育協会�野球教室（雨天時）

日

日
区 

分

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

18 20 21 22 24 25 26 27 28 29

月 金木水 日 月土木水 火

金水 土 日 火月 土 日 火月金木水 水木
19

区 

分
土火 火

16 17 23 30

◎◎

◎休 休 ◎ 休

休 休

金

３月12日現在の予定ですので、町民開放利用を希望する方は、
文化センターにあらかじめお問い合わせください。

日

 

 今月の休館日
　（ １、７、８、14、

15、20、21、22、
28日）

10時〜17時

休館日 開館時間

利用料

 小・中・高校生／無料

一般／520円（税込み）

毎月第２・４土曜日は
無料開放日！

４月

初心者水泳教室（一般成人）

　◇日時／６、13、27日 　　　　　　　14時〜14時45分

がんばれ水泳教室（25メートル泳げる成人）

　◇日時／②、４、⑨、11、⑯、18、、25、日

14時〜14時45分

　　　※○は送迎バスあり（13時10分　公民館前発）

水中運動教室（一般成人）

　◇日時／３、５、10、12、17、19、24、26日

14時〜14時45分

　　　※全て送迎バスあり（13時10分　公民館前発）

水中ジョギング教室（一般成人）

　◇日時／２、９、16、23、30日　 10時30分〜11時15分

ナイト水中ジョギング教室（一般成人）

　◇日時／４、18、25日　　　　　　　 19時〜19時45分

フリー教室（幼児・小学生教室参加の保護者）

　◇日時／５、６、12、13、19、26、27日

10時30分〜11時15分

幼児水泳教室（幼児３〜５歳）

　◇日時／６、13、27日　　　　　 10時30分〜11時15分

小学生水泳教室（初めて水泳を習う小学生）

　◇日時／５、12、19、26日　　　 10時30分〜11時15分

選手コース（摩周スイミングスクール所属）

　◇日時／ ２、３、４、５、６、９、10、11、12、13、

16、17、18、19、23、24、25、26、27、29、

30日　　　　　　　　　　　　　 15時〜17時

☎４８３‐２０７２

　☆５日／『ぴよぴよぴよ』　ほか２冊

　☆12日／『くつくつあるけ』　ほか２冊

　☆19日／『そらはさくらいろ』　ほか２冊

　☆26日／『はるかぜのホネホネさん』　ほか２冊

テーマ 『春ですよ、お出掛けしましょう』

○時間／午後１時～　　○場所／弟子屈町図書館

おはなしはらっぱは毎週土曜日午後１時！�みんな集まれ！

おはなしはらっぱ ４月
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寄
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た

❑
德　

永　

茂　

雄　

様（
跡
佐
登
原
野
）

　

▼
現
金　

50
万
円�

　

�

亡
母（
德
永
ハ
ナ
）が
生
前
、
町
に
お

世
話
に
な
っ
た
お
礼
と
し
て
。

❑
富　

澤　

幸　

子　

様（
東
京
都
）

　

▼
現
金　

５
万
円�

　

�

観
光
関
連
施
設
に
要
す
る
経
費
と

し
て
役
立
て
て
ほ
し
い
。

❑
弟
子
屈
消
防
団
・
弟
子
屈
消
防
署

　

▼
米（
な
な
つ
ぼ
し
）　

１
０
０
㌔�

　

�

摩
周
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
タ
雪
像

コ
ン
テ
ス
ト
第
１
位
の
賞
品
を
、学

校
給
食
食
材
に
使
用
願
い
た
い
。

注１　※印の団地は、管理費が毎月200〜3,000円程度かかります。（団地によって異なります）
注２　場合によっては募集内容を変更することがありますので、あらかじめご了承願います。

入居者を募集します町 宅住営

職
業
能
力
開
発
促
進
セ

ン
タ
ー
受
講
生
募
集

　

釧
路
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
で
は
、
７
月
開
講
の
ビ
ジ
ネ
ス

ワ
ー
ク
科
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼�

受
講
内
容
／
簿
記
・
給
与
・
社
会
保

険
・
ワ
ー
プ
ロ
・
表
計
算
演
習

▼�

対
象
・
定
員
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

職
の
登
録
を
し
て
い
る
方
・
15
人

▼
選
考
日
／
６
月
12
日
㈭

▼�
訓
練
期
間
／
７
月
１
日
㈫
～
12
月

25
日
㈭

▼�

費
用
／
１
万
５
千
円
程
度（
教
科

書
代
）

❑�

申
込
先
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
釧
路
☎

０
１
５
４

１
２
０
１
ま
で
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
職
業
能
力

開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
５
４


５
９
３
８
ま
で
。

公募対象住宅一覧表
月額住宅料建設年度 規　模 戸　数 備　考団　地　名　・　構　造

13，600〜20，300円Ｈ７ １ＬＤＫ １ 41.60㎡（１階） ※泉団地（中層耐火３階建）
９，000〜13，400円Ｓ52 ３ＤＫ １ 53.61㎡　　　 美留和団地（簡易耐火平屋建）

　役場では、次の期間で町営住宅入居者を募集します。入居者は、条件を備えている方から、困窮度などに応じて
決定します。
▶受付期間／４月２日㈬〜４月９日㈬（土・日曜日を除く）
▶受付窓口／役場建設課管理係・川湯支所
▶入居時期／４月下旬〜５月上旬の予定
▶入居敷金／住宅料（月額）の３倍の額（緑団地単身者用は住宅料の２倍の額）
※�入居要件、入居基準など、詳しくはお問い合わせください。
※�入居しようとする方、同居しようとする親族などが暴力団員である場合は、入居が認められません。
❑問い合わせ先／役場建設課管理係☎４８２‐２９４１（課直通）まで。

　今月の町税などの納期限は次のとお
りです。
　納め忘れのないようにしましょう。
▶軽自動車税　　　　４月30日㈬

町税などの納期限

夜間納税窓口を開設
　日中、仕事などで役
場に来られない方々
のために、次の日程で
『夜間納税窓口』を開設
します。ぜひ、ご利用
ください。
▶開設日／４月23日㈬
▶開設時間／午後８時まで
▶開設場所／役場庁舎・川湯支所
❑�問い合わせ先／役場税務課
　☎４８２‐２９１４（課直通）まで。

14，300〜21，200円Ｓ61 ３ＤＫ １ 63.71㎡　　　 川湯駅前団地（簡易耐火平屋建）
10，９00〜14，800円Ｓ54 ３ＤＫ １ 5９.10㎡　　　 緑団地（簡易耐火平屋建）

30，000円Ｈ６ １ＤＫ １ 47.40㎡（３階）※緑団地単身者用（中層耐火３階建）

サイクリングイベントでまちの魅力発信

グランフォンド摩周のスタッフ募集
　グランフォンド摩周実行委員会（実行委員長・木暮敏男（摩周湖観光協会長））では、６月７日㈯・８日㈰に開催予
定の第２回グランフォンド摩周の運営スタッフを募集しています。
　グランフォンド摩周は、昨年の６月１日～２日に第１回が行われました。道内外から120人ほどの参加をいた
だいたサイクリングイベントです。
　観光地・弟子屈を回る３コースを設定。参加者は自転車で各景勝地を巡り、途中の休憩ポイント（エイドステー
ション）では地場産のグルメを堪能、ゴール後には温泉入浴と、弟子屈を満喫するサイクリングイベントです。
　グランフォンド摩周運営をお手伝いいただくスタッフを募集します。町内外のサイクリストの皆さんと交流
しながら、サイクルイベントを盛り上げてみませんか！

▼募集スタッフ
　コース担当（誘導員など）
　エイドステーション担当（食事などの給仕ほか）
　その他運営スタッフ
❑申し込み・問い合わせ先
　�グランフォンド摩周実行委員会　事務局　奥村☎０９０‐８２７７‐２２７９、渋谷☎４８２‐１７９５
　㈳摩周湖観光協会　担当　平塚☎４８２‐２２００まで。

昨
年
の
大
会
の
様
子

　４月からの消費税増税に伴い、学校給食食材も現在までの給食
費内での購入が厳しくなることから、弟子屈町学校給食センター
運営委員会で給食費改正について検討が行われました。
　その答申を受け、町教育委員会では給食費の値上げを決定しま
した。
　当初、３％の値上げを試算していましたが、地産地消を目的とし
た交付金が町から交付されるため、２％の値上げとなりました。
　小・中学生の保護者の皆さんにはご負担をおかけしますが、今
後も経費削減と安全・安心な給食の提供に努めていきますので、
ご理解をお願いします。

▼学校給食費（１食あたり）
小学生／208円（改正前）
　　　　　→212円（改正後）　４円値上げ
中学生／248円（改正前）
　　　　　→253円（改正後）　５円値上げ

学校給食費の値上げにご理解を

問い合わせ先／学校給食センター☎４８２‐３２０４
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日 月 火 水 木 金 土

１２３４５

６７８９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30
■問い合わせ先／健 康 健康推進課☎482-2935  町 民 環境生活課☎482-2934  税務 税務課☎482-2914  開 放 おひさま保育園☎482-2444  子 育 子育て支援センター「ひなたぼっこ」☎482-5667

昭和の日

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
町 民 行政相談（公民館
　・13:00～）

健
 康 総合健診（福祉セ
　ンター・6:00～）
子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

 ……記号の見方……
健
 康 ～健診や子育て相
　　 談など

町 民 ～行政相談、人権
　　 相談
開 放 ～保育園開放など
子 育 ～子育て支援セン
　　 ター開放など
税務 ～税の納期など
催 し ～イベント､その他

健
 康 総合健診（福祉セ
　ンター・6:00～）
開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保
　育園・9:00～）
税 務 夜間納税窓口開
　設（役場／川湯支
　所・20:00まで

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

健
 康 総合健診（福祉セ
　ンター・6:00～）
子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保育
　 園・9:00～）
健
 康 乳児・３歳児健診
　（福祉センター・
  9:15～）
健
 康 フッ素塗布（福祉セ
　ンター・10:00～）
健
 康 予防接種「ＢＣＧ」
　（福祉センター・
  14:30～）

健
 康 総合健診（川湯農
　村センター・6:00
　～／美留和会館・
  8:30～）
子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

主な予定を掲載しています

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 ９・10カ月児相談
　（福祉センター・
  10:00～）

開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保
　育園・9:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30））

健
 康 総合健診（川湯農
　村センター・6:00
　～）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保
　育園・9:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）

税 務 軽自動車税納期限
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▼
４
月
か
ら
総
務
課
に
異
動
と
な
り
ま

し
た
。苦
手
な
編
集
後
記
も
今
回
で
最

後
。こ
れ
ま
で
十
数
回
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
納
得
が
い
く
文
章

は
一
度
も
書
け
ま
せ
ん
で
し
た
。毎
回
、

何
か
気
の
利
い
た
こ
と
や
格
好
の
い
い

こ
と
を
書
こ
う
と
思
う
の
で
す
が
、
自

分
の
技
量
を
超
え
る
表
現
が
で
き
る
訳

も
な
く
…
。こ
れ
ま
で
の
６
年
間
、取
材

や
情
報
提
供
に
ご
協
力
を
頂
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。広
報
は
、皆
さ
ん

に
と
っ
て
最
も
身
近
な
情
報
紙
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
広
報
て
し
か
が
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
曽
我
部
）

▼
２
０
１
４
年
も
早
い
も
の
で
３
カ
月

が
経
過
し
ま
し
た
。２
月
と
３
月
に
は

低
気
圧
の
影
響
で
道
路
の
通
行
止
め
や

学
校
の
臨
時
休
校
が
数
回
あ
り
、
中
学

校
で
は
卒
業
式
が
延
期
に
な
る
な
ど
北

海
道
の
冬
の
生
活
の
大
変
さ
を
あ
ら
た

め
て
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。▼
４
月

に
入
り
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。こ
の
春
か
ら
入
園
・
入
学
の
子
ど
も

た
ち
や
新
社
会
人
に
な
ら
れ
る
方
々
な

ど
、
新
た
な
生
活
の
始
ま
り
と
と
も
に

期
待
と
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。（
石
島
）

●

編
集
後
記
●

人
の
う
ご
き

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

※�お誕生、お悔やみは、2/1～2/28に弟子屈町役場に届け出をされた方のうち、
掲載を希望された方のみ掲載しています。弟子屈町以外に届け出をされた
方で掲載を希望される方は、役場環境生活課町民係までご連絡ください。

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

春の火災予防運動を実施します！

　春の火災予防運動の一環として、摩周丘幼稚園幼年消防クラブ・関係団体・消防
職団員が市街地を徒歩パレードし、皆さんに風船やティッシュを配りながら「火の
用心」を呼び掛けます。日程などは次のとおりです。

▼日時／４月20日㈰　10時～11時
▼場所／金川スタンド～役場駐車場

　※雨天の場合は中止します。

　春は空気が乾燥し、火災が発生しやすい時季です。
　消防では、町民の皆さん一人一人の防火意識の向上を目的として、全道一斉に春
の火災予防運動を実施します。

❑運動期間／４月20日㈰〜４月30日㈬
※�火災予防運動期間中、町内全域を対象に巡回広報を行います。

〈防火徒歩パレード〉
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